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施設だより

物質構造科学研究所副所長　松下　正

　 月 日に国立大学法人法が成立し、高エネルギー加速
器研究機構も国立大学と同様に 年 月から法人化さ
れる予定です。これまで機構内において法人化準備委員会
およびその下に設置された複数のタスクフォースにおいて
法人化後の機構の運営体制などについて議論が行われてお
り、今後も制度設計の詳細についての検討が継続されます。
一方、文科省のもとにも法人化後に 機構となる文科省傘
下の全国共同利用研究所について「法人化準備委員会」が
設置されました。その下に、予定されている 機構ごとに
運営体制の大枠を検討する検討委員会が設けられました。
高エネルギー加速器研究機構については東大原子核研究所
元所長の山崎敏光先生が委員長を務められこれまで 回の
会合が開かれ、 回目の会合が 月に予定されています。
当然のことですが高エネ機構が全国大学共同利用機関であ
るという基本的姿勢は堅持されるという前提での議論が行
われています。機構長の他に理事 名が機構長により指名
され役員会を形成することが規定されており、これが機構
運営の舵取りをしてゆくことになります。このほか外部委
員が半数を超える構成の経営協議会（現在の機構評議員会
の果たしている役割に近い役割を持つと思われます）と教
育研究評議会（機構長、機構長指名の理事に加えて機構内
外の委員から構成され、現在の機構運営協議員会に近い性
格を持つ）が、法律により設置が規定されています。機構
内部ではこれまでのように物質構造科学研究所、素粒子原
子核研究所、加速器研究施設、共通研究施設の 組織が研
究を担う形となります。これまであった技術部は各研究所・
施設に分散してかつその形が見えるような配慮をして（技
術担当調整官（仮称）、技術担当副主幹（仮称）ポジショ
ンの新設）配置することが検討されています。法による規
定はありませんが、各々の研究所および加速器・共通施設
共通に運営会議が設置されこれまで運営協議員会が果たし
てきた役割に相当するものを果たすことが考えられていま
す。
　物質構造科学研究所の内部の構造については機構内での
検討を経て決められることになりますが、昨年度までの物
構研内の検討ではこれまでと同様に共同利用施設の運営、
共同利用の支援、関連する研究を行う放射光、中性子、中
間子（ミュオン）の各研究施設とともに、研究所としてプ
ロジェクト的研究を推進するために研究センターを設置す
ることが提案されています。
　放射光研究施設内の組織はこれまでも議論は行われてい
ましたが、まだ決定したわけではなく放射光源研究系の他
に現在の物質科学第 、第 研究系の活動を引き継ぐ組織
のあり方をこれから議論していく段階です。放射光源研究
系は放射光を発生させる加速器に関する専門家集団として
放射光コミュニティーにとって欠くべかざる存在であり法

人化後もこれまでと同様に活躍してもらえることを期待し
ています。放射光源用ストレージリングに関する技術は成
熟してきているといわれていますが、そのなかでも将来世
界が注目するような新しい考え方や技術がこの集団から生
み出されることを期待しています。物質科学第 ・第 研
究系は、 年以前の高エ研放射光実験施設の時には放
射光測定器研究系と呼ばれていた研究者集団です。この
ような組織名の変遷は、この研究集団の果たすべき役割
の 面性を表しているといってよいと思います。放射光分
野での研究対象はほとんどが といえるもので
すが、一方では研究を行うためには加速器、ビームライン
といった大きな施設、装置を利用するので、それらに固有
の技術的問題の解決、新しい手法の開発といったいわゆる

という側面が多くあります。測定器研究系
というのはまさにこの という側面を意識し
た組織名です。一方、放射光利用研究でも突き詰めるとそ
れを用いて の分野でどれだけの成果が得られ
たかが問われます。物質科学研究系という組織名はそのよ
うな側面を意識したものといえます。どちらの側面も必要
であり、旧測定器研究系あるいは物質科学第 ・第 研究
系のスタッフは、サイエンスに対し優れたアンテナをもつ
装置技術研究者という役割か装置技術に高いレベルの理解
と能力をもつ物質科学研究者という役割を果たすことが求
められます。さらに施設としては共同利用研究者への支援
を行うマンパワーを確保することが必要です。また所内ス
タッフが研究成果をあげるためには個々人が独立に研究を
進めることに加えてクリティカルマスを超えた大きさのグ
ループによる協力がもっと必要です。これまでもこのよう
なことは繰り返し語られてきている一方、限られた人数で
広い分野に対応することによる限界があったことは事実で
す。法人化の機会にこれまでの考え方や慣習を見直し組織
としても個々のスタッフにとっても、そしてユーザーコミ
ュニティーにとってもよりよい運営形態を模索したいと考
えています。
　放射光研究施設では昨年 リングが稼動してから
周年を祝いましたが、設備や装置が古くなったり人間

が歳をとるということは誰でも理解することですが、気
をつけないと組織あるいは構成員の意識も歳をとるとい
うことを聞いたことがあります。法人化の機会をこのよう
な点についての見直しの機会ともとらえたいと思います。

のテレビ番組「プロジェクトＸ」は中年サラリーマ
ン、技術者に人気のある番組ですが、十分に中年の領域を
過ぎている私も時々見ることがあります。最近、ソニーの
犬型ロボット の開発に関するものを見ましたが、そ
のなかで関心をもったことがあります。それは、開発の途
中でいろいろ行き詰まる状況があったときに積極的に外部
の人間を新たに採用して、それまでとは異なる視点でプロ
ジェクトを見るということを意識して行ったということで
した。定員や人件費の枠がある中で私たちの組織で同様の
ことを行うにはひと工夫もふた工夫も必要と思いますが、
忘れてはならないことと思いました。
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入射器の現状
電子・陽電子入射器

加速器第三研究系主幹　榎本收志

概況
～ 月の運転日程は以下の通りであった。
　　 月 日　　 入射開始
　　 月 日　　 運転停止
　　 月 日　　 入射開始
　　 月 日　　 入射開始
　　 月 日　　 、 運転停止
　　 月 日　　入射器、 運転停止

　 への入射は 月から、１時、 時、 時の 日
回入射となった。 月 日～ 月 日まで、両リングと
もに故障による入射遅延はなく極めて順調であった。

2002 年度入射器運転統計
　 が実験を開始した 年度から 年度までの
入射器の運転・故障統計を表１に示す。表で故障時間は各
種装置の延べ故障時間を示す。又、トリップ（ ）とは、
保護回路により装置が短時間の停止後復帰することをい
う。トリップの約 分の を占めるのは加速管など負荷側
の放電、残りの 分の は真空悪化や電源側の放電などに
よる。 実験開始で年間の運転時間が増加し、また、

装置にかかる負担が大幅に増加した 年は、装置の故
障率が ％以上に悪化した。しかし、保守・維持に努めた
結果、故障時間、トリップ時間は年々減少してきた。減少
の度合いは小さくなってきたが、 年度も引き続き改
善がみられた。故障への対応が迅速になり、平均故障時間
は 分にまで短縮された。
　入射器は 週間毎の保守と夏冬のシャットダウン以外
は、常時、加速空洞に高周波を投入している。しかし、ビ
ームを加速するのは、入射とビーム調整のときだけである。
入射器の運転時間（高周波投入）は 時間余りであるが、
表 に示すように、ビームを加速するのは 時間前後
（ ％）である。 以前の統計はないが、ビームを
出している時間はもっと少なかったものと思われる。会計
検査の際、検査官から電力を節約できないか質問を受けた
こともあるが、加速器を安定させるには、いちいち高周波
や電磁石などを することはできない。表 で、入
射に要した時間の他に、入射中に装置が故障して入射が遅
れた時間も示した。 、 への入射時間、トラブルの
時間も、年々改善されている。

低速陽電子実験施設
　入射器のテストホールに設置されている低速陽電子実
験用のリニアックに対する、文部科学省の施設検査が 月
日行われ、合格証が発行された。リニアックの平均ビ

ーム出力は最大 で、これをタングステン標的に当て
ることによって発生し利用できる低速陽電子は毎秒 千万
～ 億個である。すでに準備的な実験が行われているが、
本格的なユーザ利用開始は来年度からの予定である。

表１　運転時間と故障統計 

運転時間 運転時間 延故障時間 延故障回数 平均故障間隔時間 平均故障時間

時間 時間 時間 分 分
故障 故障 故障 故障

年度
年度
年度
年度

表２　入射時間

調整
合計

入射 故障 入射 故障 入射 故障 入射 故障
時間 分 時間 分 時間 分 時間 分 時間 時間

年度

年度

年度
年度
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現　　状

KEKB ルミノシティ世界初の 10の 34 乗を達成
　 加速器は既にピークルミノシティ、積分ルミノシ
ティの両方で を上回っているが、月 日早朝には、
世界で初めて のピークルミノシティを突破し
た。このルミノシティの達成においては、 での、放射
光による電子雲が原因となる陽電子ビーム不安定性の研究
の経験が、 におけるその後のシミュレーションや対
策の上で大きな貢献をした。現在の蓄積電流は、 が

、 が である。蓄積電流の設計値は、
が 、 が であり、 は更に蓄積電流を増や
す準備を行っている。スタディでは の最大蓄積電流
は に達している。

2003 年夏期保守予定
　夏期保守は、 月 日から始まった。入射器は 月 日、
は 月 日、 は 月 日に立上げる。 は、

検出器の交換工事があり、立上がるのは 月 日で例年
より か月半遅くなる。保守内容は、高周波電源の清掃・
点検、クライストロン及び高周波窓の交換、電子銃保守、
陽電子集束用パルスコイルの交換、電磁石電源及び真空機
器の保守、計算機の保守などである。又、 バンド加速管
の ユニットへの組込みを行う予定である。

光源研究系の現状
放射光源研究系主幹　小林正典

PF リング
　 月 日（火） からの リング立ち上げ運転に先
立って、超伝導ウィグラーの冷却を 月 日から始め、
順調に超伝導状態に持ち込んだ。直線部増強計画に従っ
て改造作業を進めてきた基幹チャネルも問題なく立ち上が
り、総合動作試験においても問題がないことが明らかとな
って、連休明けの立ち上げに進むことができた。
　このような立ち上げ作業の中で、 月 日昼前にリング
ゲート弁を開ける作業を順次進めていたが、リング北側直
線部で真空リークが起こり、リング北側約 周の真空が
悪化した。幸いにも原因がフランジボルトのゆるみである
ことを突き止めることができ、夕方には 台まで真
空を戻すことができた。
　連休明けの 月 日（火） からリングの立ち上げ運
転を開始した。先の真空リークもあったことなので 日
（木）朝まで ～ でリング焼き出し運転を行い、
光モニター調節を行った。 日（金）朝からはビームラ
インの光焼き出しを、 時からは予備光軸確認作業を行
い、さらにリングの光焼き出しを行った。 日（土）か
らは挿入光源の調整・確認作業を行い、 日（日）に低
エミッタンスに関するマシンスタディを行った。 日（月）

から恒例の光軸確認を行い、特に大きな問題もなくユ
ーザー運転を開始することが出来た。 月 日～ 日の間、

単バンチ運転を で行った。その後通常のマルチバ
ンチ運転に戻し、 月 日（月）朝に春のユーザー運転
を終了した。
　ユーザー運転開始直後の不調としては、挿入光源 、
でギャップ変更ができない、 で が開かない、

冷却水タンクの圧力が高まるなどが起こったが、それぞれ
原因を突き止め対処できた。 月 日には原因不明である
がビームダンプを経験した。 月 日早朝にビームライ
ン 壁外からのインターロック信号に不調が起こり
ビームダンプが起こり、このラインを一時閉鎖して運転を
続けた。その後インターロック回路部品の交換でこのビー
ムラインは運転を再開している。 月 日 時半頃にリ
ング北側 セクションの前後の真空が突然悪化し、ビー
ムダンプが発生した。ビームライン で実験を行っ
ていたユーザーのミスで 気圧 程度の気体がリング
側に突入したことが原因であって、リング加速器の故障で
はないことが確認できたので、真空の回復作業を進め約
時間のロスの後にユーザー運転を再開することができた。
　故障ではないが、 月 日 時半頃に発生した宮城県
沖を震源とする震度 の地震でインターロックが働き運転
停止となった。リングトンネル内に立ち入って機器の確認
を行ったが、幸いにも運転に支障のある故障や不具合は無
く、 時にビームを入射してユーザー運転を再開するこ
とができた。
　このように今期の運転では地震の影響も含め 回のビー
ムダンプという珍しい経験をすることになった。原因は光
源ハードウェアにあるのではないが、ユーザーには迷惑を
かけることとなった。
　立ち上げ直後のマシンスタディではエミッタンス

に関するものを取り上げた。ビーム電流値、ビー
ム寿命共に満足のいく条件パラメタをつかむことができ
た。今後は全ての挿入光源との条件などをつめ、利用系
とも相談しながらユーザー運転での実用化を進めていきた
い。

夏の作業
　先の号において「直線部増強計画の進捗状況と今後の
予定」として報告がなされているが、 内部努力による
資金を基に直線部増強計画に従って昨年来作業を進めてき
ている。先行して改造を進めている基幹チャネル（

）については 月末までの時点で作業を完
了し、春の運転では実験に供している。この夏の作業と
して について改造作業を行う。また、 およ
び 直線部の 極電磁石とそこに挿入される真空ダク
トの交換・改造作業を進めている。これまで使用してきた
電磁石の搬出、ベースプレートの新設、新 極電磁石の
設置作業が行われている。この区間の真空ダクトは使用中
のダクトを現場で切断し、新たな 用ダクトを現場溶接
する作業となっている。 直線部には新たに挿入光源が
設置される。この新挿入光源を搬入・設置するためには、
の円偏光アンジュレーターを一時撤去し、リング外側
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からリング内通路を通して現地へ搬入・設置する作業と
なる。その後円偏光アンジュレーターを元の場所に戻す。

下流では構造生物用実験装置が整備され、秋の運転
において放射光を導入して立ち上げ、 年 月からは
ユーザー利用実験に供することになる。
　内部努力によって新 極電磁石を先行して数台製造して
きているが、残りの 極電磁石については今年度当初に機
構から得ることができた特別経費によって製造が可能とな
った。また、電磁石改造に伴い必要となる偏向電磁石～
極電磁石用真空ダクトのうち一本を内部努力により先行し
て製造する作業を進めている。今後も予算獲得に努め、直
線部増強計画の現場作業（およそ ヶ月の運転停止が必要）
をいつから始められるかを含めた実行計画を、可能な限り
速やかにユーザーに示すようにしたい。

PF-AR リング
　 リングは 月 日まで運転を行い、連休中は運
転停止とした。 月 日に運転を再開して調整およびマシ
ンスタディを行い、ユーザー運転を 日（火）から 月
日朝まで行った。臨床応用が 月 日および 日に行

われた。臨床応用時の運転条件はこれまでと同様 、
である。 では蛋白関係のユーザー実験がいよ

いよスタートした。国内トップレベルの高性能をもつビー
ムラインであることが確認されている。
　マシンスタディがいろいろと行われたが、 での
臨床応用に備えて 、 を想定したマシンスタデ
ィを 月 日に行った。 で成功している 位相変調
法によるビーム寿命の改善についてテストを行った。ビー
ム寿命を 程度延ばすことができた。また、バンチ当た
りの電流を とする代わりに バンチをストレージし、
ビーム電流を に高めるスタディも行い成功した。
バンチ運転における や入射の条件との関連についても
マシンスタディをさらに続けていきたい。 補正の方
法についてもスタディが行われている。
　 月の運転で不調となった西側 型 空胴 は現
在デチューンしてパワーを投入しないで運転しているが、

この夏のシャットダウンの期間に内部を内視鏡で調査し
対応策をとり、秋の運転には復帰させたいと考えている。
空胴もそうであるが、補正予算による更新の対象と出

来なかった加速器要素には不調が起こっている。 月
日にリング西側のクライストロン冷却水の漏れ、 月
日には東側 部での放電アークセンサーの作動でビーム
ダンプが起こった。その他の機器の不調もあり、必要最低
限の予算を確保して安定な運転を心がけたい。入射するほ
どではないが一時的なビーム寿命急落によるビーム電流減
が前期に引き続き起こっている。ビーム寿命が回復せず定
時入射（ 日 回）以外の入射を必要とすることも起こった。
リング加速器そのものではないがビームライン での

ベローズからのリークが起こった。応急措置を施し、
夏のシャットダウン期間中に交換することにしている。

将来計画
つくばキャンパスの将来像については前号にも紹

介したが、機構のつくばキャンパス将来構想検討ワーキン
ググループの報告書に をベースにした放射光の将来
像について記されている。一方放射光コミュニティでは、
極紫外・軟Ｘ線高輝度光源計画に関する三者検討会議のま
とめと検討ワーキンググループの活動が行われてきてはい
るが、実現について見通しが立ったと言える状態には至っ
ていない。時に利あらずして不幸にも大学で計画が実現で
きない時に、放射光コミュニティはどうしようとするのか。
これまでの経過は経過として何らかの形で新光源実現を
強く主張するのか。この議論は放射光学会の特別委員会等
で行われるであろうが、 もコミュニティの一員として、
大学以外の地という場合の受け皿として、つくばキャンパ
スを視野に入れた場合についての議論を小間所長の要請に
基づいて行い始めた。そのような場合には、大学での計画
とは異なり、物質構造科学研究所の三研究施設の一つであ
る を取り巻く条件も考慮に入れなけらばならない。す
なわち研究所として大型ハドロン計画（ 計画）に
よる中性子、中間子科学の推進を進めてきていることは、

の読者の皆様はご存知であろう。
仮に で受け皿となる何らかの計画を検討するとした

ら、これまで大学を中心として検討を深めてきた計画を包
含し、且つ と ユーザーが合意できる計画を作り上
げることになろう。放射光コミュニティが一丸となって進
めることの出来る計画となるような努力を行うべきであろ
う。
一方、法人化後の研究所を考えれば、 を用いた放

射光科学の成果を質と量の両面から高めることが今まで
以上に求められるのは明らかである。上に述べたような

計画の進捗状況等から、研究所が新光源（ の
受け皿である光源、あるいは ）の予算を速やかに獲得
するのは容易ではない。放射光コミュニティの意向を背に
受けて予算獲得の努力を続けたとしても、予算獲得が思う
にまかせなければ および は現状のまま何年も運
転を続けることになる。ユーザーから見ても質の高い成果

チャネルの改造作業
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現　　状

を生み出せる魅力的研究施設とは言い難い状況に陥る危険
性がある。より性能の高い新光源実現へ向けての努力こそ
が研究所の死活を制する鍵となる。
しかしながら、新光源の予算獲得が見えてこない場合

にどのように対応していくのか、検討しないというわけに
はいかない。現在進めている直線部増強計画を実現させて
いれば、世界的レベルでの放射光科学の競争に加わってい
くことができ、その間に新光源計画（受け皿計画、ERL計
画）の見直しや練り上げを行い予算獲得のためのさらなる
努力を続ける時間的余裕を持つことができる。その意味か
らも、直線部増強計画を速やかに完了させたい。

　

物質科学第一・第二研究系の現状
物質科学第二研究系主幹　飯田厚夫

運転・共同利用実験
　 月の連休明けから開始された リングの平成
年度第一期の運転は 月 日無事終了しました。この

間、実験ホール側に起因するビームダンプが 回発生しま
した。 月 日には インターロック信号の不調に
より、 月 日には でのユーザーミスによる真空ト
ラブルによりダンプが生じました（ 光源研究系の現状
記事 もご参照下さい）。トラブルを事前に防止するた
めの今後の対応策を検討しています。
　一方 月に運転を開始した は開始時に加速空洞
のトラブルに見舞われましたがその後は順調に運転され、
こちらも無事 月 日に運転を終了しています。本年度
第一期の運転はいつもの年に比べると短く物足りないも
のでしたが、年間の運転時間は例年並を予定しています。

の秋期運転は 月 日より、利用実験は 月
日より開始となります。また は 月 日より

運転を開始、 月 日から利用開始となります。
　この間 リングでは、

との研究協力に関する覚書に基づき、
のユーザーを 月 日からの１週間、 にお

いて受け入れました。この覚書では施設の長期シャットダ
ウン時にユーザーが相互の施設を利用できることになって
おり、今回のユーザー実験は 改造に伴って生じたシ
ャットダウンによるものです。
　 はリング改造の効果が着実に現れ、 日 回入射
が定着してきました。昨年来、 北西棟に建設立ち
上げの行われてきたタンパク質結晶構造解析用Ｘ線アンジ
ュレータビームライン（ ）は 月から共同利用実験
に供せられ、 月 日には企業からのユーザーも交えた
講習会が開催されました。
　また 月 日、 日には で医学利用が順調に
行われ、これまでの臨床応用例は延べ 件となり着実な
進歩をみせています。これまでの経緯と成果について医学
応用グループからの報告 がありますのでご覧下さい。

また、高エネルギー加速器研究機構・総合研究大学院大学
の共同主催による夏期実習が例年通り 月 日から 月
日の 日間開催されました。高エネルギー加速器が拓

く新しい分野の一端を体験していただく特別な機会を楽し
んでいただけましたでしょうか。
　 内のタンパク質Ｘ線構造解析を核として発足した構
造生物学グループは、共同利用支援と構造生物学研究の両
面にわたり精力的な活動を展開してきましたが、物質構造
科学研究所の研究体制再編の一環としてこの 月より構造
生物学研究センターとして活動を行うことになりました。
背景と現状については「施設だより」 、「構造生物学
研究センターの発足について」 をご覧下さい。
　さて夏期シャットダウン時には へのマルチポール
ウィグラー光源の導入が行われ構造生物学実験用ビームラ
インの最終立ち上げが行われ、今秋からいよいよ放射光を
使った実験が開始されます。また、この夏には 光源棟、
研究棟での水配管の工事およびトイレの改修工事が行われ
ています。この間来所された方にはご不便をおかけしたこ
とと思います。
　平成 年度後期放射光共同利用実験課題申請が 月
日に締め切られ、 型（一般） 件、 型（初心者・テ
スト実験） 件の合計 件の申請がありました。
および物構研運営協議員会の審議を経て、合計 件の課
題が採択されました。審査経過および結果については別報

を参照してください。なお、 研究会も 件採択さ
れています。

人の動き
　 月 日付けで久保田正人氏が物質科学第一研究系助
手に着任しました。久保田氏はこれまでＸ線回折・散乱や
中性子散乱実験などにより物性研究を進めるとともに、実
験手法の開発にも独創性を発揮してきています。着任後
は、小野寛太助教授と協力して光電子分光法による物質の
電子状態の研究に新機軸を出していただくよう期待してい
ます。また非常勤研究員（研究機関研究員）として佐賀山
基氏が 月 日付けで着任しました。佐賀山氏は主に中性
子散乱による物性研究をしてきましたが、今後は澤助教授
のグループと協力して構造物性の研究をすすめてもらうこ
とになります。

その他
　高分解能光電子分光実験の新しい展開については、施設
内および 研究計画検討部会で審議を行い の再
整備の方向で検討を行っています。担当者の報告をご覧く
ださい 。またこれまでも 将来計画に関しては議論
を重ねてきましたが、本年度になって流動的な要素が大き
くクローズアップされ、新蓄積リング建設や既存リングの
大幅改造などの可能性を含めて多方面から再検討を行って
います。ユーザーの皆様のご意見を反映させ、より良い将
来計画が実現されることを期待します。
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構造生物学研究センターの発足について
構造生物学研究センター長　若槻壮市

　高エネルギー加速器研究機構（ ）・物質構造科学研
究所・フォトンファクトリー（ ）の構造生物学グルー
プは平成 年 月に発足し、放射光Ｘ線構造生物学分野
における全国共同利用支援、高度化技術開発、インハウ
ス構造生物学研究をメインタスクとして活動して参りまし
た。現在、教授 、助教授 、助手 を核として 名のメ
ンバーが在籍し、その約半数はビームライン関係、残りの
半数は構造生物学研究に従事しております。平成 年
月の の法人化を控え、物質構造科学研究所としても
研究体制再編の一環として研究センター設立の検討をして
おりましたが、その第一段階として私ども構造生物学グル
ープは平成 年 月 日をもちまして構造生物学研究セ
ンターになりました。この場を借りて、現状を報告させて
いただきます。

＜翻訳後修飾と輸送をターゲットとした構造ゲノム科学＞
　構造生物学研究においてはタンパク プロジェクト
の個別的解析プロジェクト「翻訳後修飾と輸送」のテーマ
で糖鎖修飾と細胞内タンパク質輸送に関する構造プロテオ
ミクスを始めています。平成 年 月に新築いたしまし
た構造生物学実験準備棟は今年 月に 拡張し
となりました。大腸菌、酵母、バキュロウィルス系を用
いたタンパク質の発現、精製、結晶化、及び表面プラズ
モン共鳴等の生化学的解析等が行える体制が整っておりま
す。特に、中山和久教授（筑波大学、現京都大学）との共
同研究で行ってきている、ヒトの遺伝子解読から新たに同
定された輸送タンパク質 の構造機能解析では、 つ
のドメインのどれについても米国、イギリスのグループと
競争になり、ほぼ同時期に 誌や、

誌に発表してまいりました。その後、 複合体
の研究をさらに進め、総研大大学院生の最初の仕事とし
て論文を 報投稿中、また大阪大学医学部内山安男教授と
の共同研究でアルツハイマー病の原因物質であるβアミロ
イドを形成するタンパク質のシグナルペプチドと －

ドメインの複合体の結晶構造と細胞内の輸送に関し
ても一報投稿中、イタリアの 教授との共同研究
として進めてきたヒトのシアリダ－ゼの構造解析について
もフランスから留学中の総研大大学院生（ ）の初めて
の論文として投稿を準備しております。その他にも輸送と
糖鎖修飾で重要な役割を担っている数多くのタンパク質に
ついて発現、精製、結晶化、構造・機能解析を進めています。

＜ PF-AR の新MADビームラインNW12 ＞
　 の現行ビームライン（ と ）の整備と並
行して、昨年来より建設を進めておりました
リングの高輝度 ビームライン が今春完成い
たしました。 はエミッタンスが とかなり

高いもののエネルギーが高く、高性能のアンジュレータ
ー挿入光源と安定した光学系により リングの

、 等と比べると格段に高輝度・高フラック
スのビームラインです。実際回転角一度あたりの露光時間
が１ないし数秒ですむことが多く、 角の大画面、
秒読み出しの二次元Ｘ線検出器 により一デー
タセットあたり 分から 分程度で高分解能データの収
集が可能となりました。回転軸の精度も ミクロンと高
精度で微小結晶のデータ収集が可能です。 月末の 時
間あまりのテストビームタイムでは、 データセット以
上収集し つの高分解結晶構造を解くことができました。
その後、 月以降一般ユーザーの方々にもお使いいただい
ておりますが、どのグループも一日のビームタイムで
ギガバイト以上のデータを取られています。また、既に新
規構造が複数決定されたと聞いています。今後も、学会報
告、講習会等を通じて の性能を全国のユーザーに
知っていただくと共に、自動化ロボット等の導入などによ
りさらに「使い勝手」の良いビームラインとして整備して
参ります。 の性能について広くご理解をいただくた
めに 月 日午後 時より第一回 講習会を開催い
たしました（詳細は本号 をご覧下さい）。

＜ PF挿入光源MADビームライン BL-5 ＞
　さらに ではマルチポールウィグラ－を挿入光
源とした高フラックスビームライン を建設中ですが、
こちらは平成 年 月からテスト実験、平成 年 月
からのユーザービームタイムの開始を予定しております。
このビームラインも と同程度のフラックスが得ら
れ、大画面（ 角以上）、読み出し 秒の 検出器、
回転精度 ミクロンの回折計との組み合わせにより国内
で最大、最速、しかも微小結晶の 実験ができるビー
ムラインとすることを目指しています。

＜構造解析高度化のための新規技術開発＞
　ハイスループット関連技術開発のひとつとして現在大規
模超高速結晶化ロボットの開発を急ピッチで進めており、
月末に完成したあかつきには、一日あたり 万種類の
結晶化を行えるシステムとなります。さらに、結晶ドロッ
プの超高速検査システム、結晶の自動ハーヴェスティング
および液体窒素で結晶を凍結させるロボット等も鋭意開発
中です。これら大規模結晶化ロボット、高フラックスビー
ムラインでのデータ収集と解析をスムーズに行うための
統一データベースとソフトウェアの開発も行っておりまし
て、ハイスループット技術と生化学的な機能解析を組み合
わせて総合的なタンパク質構造・機能解析システムの構築
を目指しております。　

＜産学連携＞
　来年 月の法人化後の法人としての産学連携活動を見据
えて、今回のセンター設立を機会に、これまでのハイスル
ープットビームラインのための技術開発、ビームライン建
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設と運営、独自の構造生物学研究に加えて、新たに産学連
携をもう一つの機軸として加えることも検討しています。
上で述べました、大規模結晶化ロボットや、結晶のハンド
リングロボット等のハイスループット技術については、小
型普及版の開発も含めて個々の新規技術のテクノロジート
ランスファーを積極的にはかります。また、高フラックス
ビームラインについても産業利用を図るだけでなく、タン
パク質発現、精製、結晶化、構造解析についての共同研究、
委託研究のシステムの構築を目指しています。上記
講習会と同じ日の午前に製薬、化学関連の産業界の方々を
対象に共同研究・委託研究についての説明会を開催いたし
ました。 社、報道関係 社を含めて 名のご出席をい
ただき、活発な質疑応答がありました。そこで出された要
望、意見を参考にして、共同研究、委託研究、ビームライ
ン利用方法等についてフレキシブルな制度の準備を鋭意進
めています。

＜将来展望＞
　タンパク プロジェクトの「翻訳後修飾と輸送」チ
ームの中核機関としての構造生物学研究の推進、構造生物
学放射光実験の全国共同利用施設としての整備拡充を二本
の柱とし、競争的研究費による研究員、外国からの研究者
も含めて将来的には 人から 人で競争力のある構造生
物学センターに成長させたいと考えております。
具体的には、（１）近未来の放射光計画として

リングを改造し、短直線部を新たに４箇所作る直線部増強
計画が進められていますが、その一部として 本のミニポ
ールアンジュレータービームライン建設、（２）物質構造
科学研究所が法人化後の新しい組織として検討を進めてい
る２研究センター構想の一環として新研究棟の申請をし、
そこに構造生物学実験準備棟の研究施設を移転、（３）タ
ンパク質輸送と糖鎖修飾に加えて、医学に直結した構造生
物学研究の展開、（４）ハイスループット技術の産業利用、
産学連携研究の促進、（５） などの次世代放射光を用
いた先端的構造生物学研究としてナノスケールタンパク質
結晶や超複合体単分子の高分解能構造解析のための方法論
の確立などを目指します。

低速陽電子実験施設の共同利用
開始に向けて

物質科学第一研究系　栗原俊一

　低速陽電子実験施設では以下のように陽電子の利用実験
を公開する予定です。

　　公開するビームライン：ポジトロニウム ライン
　　ビームライン担当者：栗原　俊一

施設の概要　
　低速陽電子実験施設は電子陽電子入射器棟に位置し、地
階の実験ホール北端に置かれた低速陽電子発生用専用電子
線加速器、低速陽電子線源部、磁場輸送路、ポジトロニウ
ム 実験装置から構成されます。ポジトロニウム
実験装置を含む二次ビームラインを平成 年度からの共
同利用に公開します。

ビームラインの用途、性能
　ポジトロニウム ラインでは加速器により生成され
るパルス低速陽電子を固体試料に照射します。試料内部お
よび表面で生成されるポジトロニウムは試料表面から放出
された後に三光子消滅をおこします。この時に放出される
光子を光電子増倍管により検出し、陽電子照射から光子放
出までの時間を計測することによりポジトロニウムのエネ
ルギー測定を行ない、ポジトロニウム、ならびに試料表面
の情報を得ることを目的としています。

　　強度：陽電子 個
　　ビームエネルギーの可変範囲： ～
　　エネルギー分解能：
　　パルス幅：
　　パルス繰り返し：最大
　　ビーム径：
　　試料温度：室温
　　試料電位： ～
　　真空度：

課題申請の方法
　放射光共同利用実験の一環として共同利用を受け付けま
すので、 の記事にあるように 月 日締切で申請書
を提出して下さい。

図
典型的なデータとして、 試料に陽電子の引き出し電圧 、
試料部減速電圧 、試料への入射エネルギー とした時
の測定結果を示す。試料への陽電子の入射を示す消滅γ線のプロ
ンプトの後、 表面から放出されたポジトロニウムによるピー
クが飛行時間により遅れて観測される。
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エネルギー分解能 )：
　すべてのエネルギーで ～
フォトンフラックス：
　上記の分解能の時　
試料位置でのスポットサイズ：

高分解能角度分解光電子分光装置
全エネルギー分解能：
角度分解能： 度
空間分解能：
試料温度： ～
試料の 軸回転および 並進可能
マニピュレータ、分光器との連動により、バンドマッピン
グおよびフェルミ面マッピングを自動で測定可能

　ユーザの皆様からのご意見・ご要望をお待ちしておりま
す。 小野（ ）か各ユーザグループの代
表者へご意見をお寄せいただければ幸いです。

構造生物学ビームライン (BL-5) の
建設の進捗状況

物質科学第二研究系　鈴木　守

リングにおいてマルチポールウィグラーを光源とし
た構造生物学ビームラインの建設が進められている ニ
ュース 図 。すでに ハッチ、光学ハッチ、
実験ハッチ、コントロールキャビンおよびデッキ部が完成
している（図 ）。

ハッチには、第一ミラーおよび第一結晶への熱負
荷を低減する目的で使用されるグラファイトフィルター、
水冷 象限スリット、蛍光板モニター、 が設置される。
光学ハッチには、すでに 台のミラー調整装置と二結

晶分光器が設置されている 図 。分光器第一結晶はマル
チポールウィグラーからの熱負荷による性能低下を低減
する目的で において実績のあるマイクロチャンネ

　詳細は高エネルギー加速器研究機構のページ、あるいは
の共同利用のページから低速陽電子実験施設を参照さ

れるか、あるいは ページ
をご参照ください。

BL-28 のアンジュレータ専用化について
物質科学第一研究系　小野寛太

　 は可変偏光アンジュレータで、使用できるエネル
ギー範囲は真空紫外領域の ～ と、固体・表面・
ナノ材料の電子状態の研究にとって最適なエネルギー領域
をカバーしています。現在 はアンジュレータモー
ドを用いる真空紫外領域の と、マルチポールウィ
グラモードを用いる硬Ｘ線領域の の２ブランチか
らなっているが、建設後時間が経過し現在は十分高い競争
力を保持出来なくなってきています。
　そこで、高スループット・高分解能バンドマッピングを
用いてナノ材料の電子状態の高速評価を行い、ナノ材料の
サイエンスを展開することをめざし、 のアンジュレ
ータ専用化、高分解能・高フラックス分光器の新設、高分
解能角度分解光電子分光実験ステーションの建設を来年夏
に行うことを予定しています。上記の実験を行うにあたっ
ては、分光器は高分解能であるばかりでなく高フラックス
であることが重要です。そこで、可変偏角不等間隔平面回
折格子分光器を採用することを検討し、設計を進めており
ます。この分光器では、入射スリットレスであるため高い
光子フラックスが得られます。また、広いエネルギー範囲
にわたって高分解能を実現できるため、将来の直線部増強
とアンジュレータ更新後にもそのまま使うことが出来る仕
様になっています。
　またエンドステーションに関しては、高スループット測
定やバンドマッピングの自動測定には自動走査できかつ低
温測定可能なマニピュレータが必須であり、これらの要求
を満たすためのマニピュレータ（平成 年度共同開発研
究：産総研相浦義弘氏）を現在 の を用
いて調整中です。このマニピュレータは 軸回転機構、温
度可変 ～ 機構を備え、かつ試料の角度走査を
パルスモータにより自動で行うことが出来るという特徴を
持っています。そのため本装置により、高エネルギー・角
度分解能・高スループットで光電子分光、フェルミ面マッ
ピング、光電子回折を簡単に測定することが出来るように
なります。また、試料に対し 軸の回転機構が付いている
ため、可変偏光アンジュレータと組み合わせることにより、
偏光依存性を利用した実験が可能となります。
　新分光器建設後の の仕様は以下の通りです。

可変偏角不等間隔平面回折格子分光器
エネルギー： ～ （直線部増強前）
　　　　　　 ～ （直線部増強後） 図 　 のコンポーネント配置図
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　 月上旬にビームラインのコンポーネントの接続作業、
月下旬からインターロックグループによる結線・プログ
ラミング作業、 月中旬にビームライン検査、 月下旬に
は光導入が予定されている。

PF-AR  NW2 進捗状況
物質科学第二研究系　河田　洋

　 ビームラインは時分割 実験を念頭において
設計し、建設・調整を進めて参りましたが、ほぼその立ち
上げが終了しつつあります。具体的に、この 月から 月
末までのマシンタイムで、大強度 を念頭に置いた
通常のステップスキャン方式の 測定を確立し、特に
高調波除去ミラーの有用性の確認とその適正値のスタデイ
ーを行いました。続いて、デスパーシブ・ 実験装置
（図 参照）を導入し、時分割実験のテスト実験が ・
の野村教授と名古屋大学の稲田博士のご尽力のもと行

われました。
　図 は、有害窒素酸化物の還元触媒として有用なゼオ

図 　光学ハッチ、実験ハッチとデッキ部

図 　コントロールキャビンの外観とデッキ部への階段

図 　デッキ部

図 　光学ハッチ内に設置されたミラー調整装置と二結晶分光器

ルによる直接水冷を採用する。今後ワイヤースキャンタイ
プのビームモニター、 象限スリット、蛍光板モニター、

等が設置される。
実験ハッチには にインストールされた高精度サ

ンプル回転軸、高速シャッターを備えた検出器架台が設置
される。またＸ線検出器としては 角以上の大面積
かつ 秒読み出し可能な 型検出器が設置される。 図１　 実験装置を調整する稲田博士（名古屋大学）



PHOTON FACTORY NEWS Vol. 21 No. 2 Aug.

10

ライトに担持された 触媒の反応プロセスを示す時分割
測定例です。 ℃で真空状態 にあるとこ

ろに、 の と の の
混合ガスを瞬間導入し、その後の － 吸収端における

スペクトル変化を測定する事により、この 触媒
について、一酸化炭素 が共存する条件下

での一酸化窒素 との反応における 中心の原子価
や構造の変化を知ることを目的としています。反応は二段
階で進行し、数秒以内に完了する速い反応過程で 中心
が一価に還元された後、 ～ 秒で 中心が初期状
態に完全に復帰することが分かります。さらに、遅い過程
のＸ線吸光度変化は が配位した 中心が触媒とな
って を接触還元する過程である事が明らかになりまし
た。実験の詳細は別の形で報告されると理解しております
が、図中の各 スペクトルは ミリ秒の露出で測定
されており、 ミリ秒程度の非可逆過程の時分割測定は
十分に射程の中に入ってきている事を示しております。
　一方、本ビームラインでは、時分割 実験だけに
留まらず、光誘起相転移現象をターゲットとした時分割Ｘ
線回折実験の展開をもその射程に入れて、夏以降に具体的
な整備を進める予定です。今年度の整備方針として、レー
ザー励起源と放射光Ｘ線パルスを用いたポンプ･プローブ
実験を可能とするためのＸ線パルスセレクターの手当てが

図
上図が反応の開始時点、中間状態、終了時点での － 吸収端
の スペクトル。中図は における 線吸光度の時間
変化。露光時間 スペクトル当たりの測定時間 。左下図は
開始時点から中間状態へ至る 付近のスペクトル変化をし
めし、右下図が中間状態から終了時点へ至る 付近のスペ
クトル変化を示す。

行われ、今年度末にはポンプ・プローブ実験を行う予定で
す。また、そのような状況を踏まえて、実験装置の整備は
今尚立ち上げ調整中ですが、ビームラインといたしまして
はほぼ仕様の確認を終了いたしました。したがって、秋か
らのマシンタイムでは、単色集光のＸ線ビームラインとし
て共同利用実験を開始する予定です。詳細は担当者（河田）
までお問い合わせください。

PF-AR NW12 ビームラインの現状
物質科学第二研究系　松垣直宏

　構造生物学ビームライン が完成し、 年 月
から共同利用を開始しました。 は、構造生物学のハ
イスループット化の要求に応えるため、多波長異常分散法
（ 法）を用いた効率的な回折実験を主眼にデザイン
されています。図 にビームライン全体の平面図を示しま
す。主な光学素子の仕様は表１のとおりです。以下、ビー
ムラインの立ち上げ状況及び、 ～ 月の共同利用状況を
報告致します。

ビームラインの立ち上げ状況
a)  平行化ミラー調整
　Ｘ線平行化ミラーと液体窒素冷却型の分光器により、ビ
ームのエネルギー分解能を高める設計です。平行化ミラ
ーは平板湾曲型で、ビームの鉛直方向の平行化に用いら
れます。分光器および分光結晶の液体窒素冷却システムは

　 のそれと同タイプで、特徴は ニュース
号に河田博士による詳しい解説があります。

表１．光学素子の仕様
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平行化ミラーの調整は、ミラーのベントを変えながら＋＋
－配置で実験ハッチ内に設置した のロッキングカ
ーブの半値全幅を測定することによって行いました。結果
は図 のとおりで、最適ベントでのエネルギー分解能は約

と見積もられます（表 ）。

b)  定位置出射調整
　縦横集光用の擬似トロイダルミラーの傾きとベント量
を調整することで、単色Ｘ線ビームをサンプル位置（光源

から約 ｍ地点）に集光比約 ： で集光します。集光点
でのビームサイズは半値全幅で水平方向 、鉛直方
向 という結果で、レイトレースの結果とほぼ一致
しています（表 ）。ビームの定位置出射は分光器の 軸
を連動させることで実現されます。調整結果は図 のとお
りで、よく実験で用いられるＸ線のエネルギー範囲（ －

）では、ビームの中心位置の変動が水平垂直方向と
も 以下です。このため、結晶のサイズにも依りま
すが、波長変更の際実用上再アライメントの必要がないこ
とが多く、簡便で迅速な 実験が可能となっています。

c)  サンプル位置での光子数
　 の岸本博士の協力で、 フォトダイオードを用い
てのビームの絶対強度測定を行いました。サンプル位置（集
光点）上流約 にある 象限スリットで 角に絞っ
たビームの強度を測定した結果、リングの電流値が
のとき でした（表 ）。 既存の偏向電磁
石を光源とするタンパク質結晶解析ビームライン（ 、

）と比較して、二桁以上強い光が得られています。

実測値 予想値（シミ
ュレーション）

での⊿
集光点でのビームサイズ

スリット通過後の集
光点での光子数

表 単色Ｘ線ビームの特性

図
平行化ミラーのベントを変えた時のロッキングカーブの

図 　ビーム位置のエネルギー依存性
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d)   検出器架台調整
　検出器面でのダイレクトビームのポジションは、検出器
の稼動範囲（サンプル位置からの距離で ～ ）
で （検出器の位置分解能）以下に抑えられています。
全てのデータ処理に固定のダイレクトビームポジションが
使えます。

e)  サンプル軸およびシャッターの調整
　検出器架台上には、微小結晶、微小振動角や短時間露光
での回折実験が可能なように、高精度のゴニオメーターお
よび高速シャッターが設置されています。納入メーカーの
神津精機に協力していただき、ビームラインでサンプル軸
の回転芯精度および送り精度の測定を行いました。回転芯
精度の測定にはタッチセンサープローブを用い、 度送
りで一回転させたときの偏移は でした。回転送り
の精度はサンプル軸に取り付けたロータリーエンコーダー
を用いて測定し、 度送りでの累積誤差は 度という
結果でした。高速Ｘ線シャッターはダブルフラップの構造
をとり、 ミリ秒での開閉をコントロールできる仕様で
す。サンプル回転軸とシャッターの開閉のタイミングは粗
調整のレベルですが、シャッターの開閉と振動の開始終了
の誤差は ミリ秒以内であることをオシロスコープで確認
してあります（極端な短時間露光は上記のシャッターと回
転軸のタイミング問題の他に、ダークイメージによる補正
の問題もあるため、現在のところ推奨できません）。

f)  検出器と回折データ収集のスピード
　高分解能の回折データを迅速に測定するため、
平方の検出面積を持ち、回折イメージ（ ）
の読み出しを約一秒で実行可能な 型Ｘ線検出器
（ 社製 ）が導入されています。イメー
ジの補正や統合などのプロセスの分散化およびギガビット
イーサネットによるネットワークにより、読み出し時間を
含めた測定のデッドタイムが約 秒の高速データ収集が
可能です。アンジュレータ光での露光はイメージ一枚あた
り 秒程度済むことが多く、この場合、 データセットの
測定（ 度振動で 枚のイメージの収集）に要する時間
は 分程度です。 実験において蛍光測定と 波長
分のデータ収集を行っても全所要時間 時間と、
や と比較して 倍前後の高速測定が実現されて
います。

g)  ビームラインコントロールシステムとユーザーインタ
ーフェース
　ビームラインを構成する機器は、 によるネット
ワーク通信によりコントロールされています。これは、
大量の測定を迅速に自動で進めていくシステムの実装の
ため、従来の のビームライン制御形式（一つ一つの
機器をそれに直結したコンピュータによって個別に制御
する形）を全面的に更新したものです。 の小菅氏らに
よって開発されたメッセージ配信サーバ （

）の構成するネットワー
クに、個々の機器を制御するコンピュータがクライアント
として加わる構造をとります。各クライアントは
プロトコルという共通言語により通信を行うため、クライ
アントの詳細を問わずにステムを柔軟に拡張していくこと
ができます。例えば、 実験のように「Ｘ線の波長を
変えて複数のデータセットを連続で自動測定する」といっ
たことが容易に実装できます。また、結晶のマウント、セ
ンタリングや 測定などの「実験モード」に応じて、
ビームストッパー、照明等機器や蛍光検出器の位置が自動
変更されます。これはユーザーが機器をわざわざセットし
なくてもよいという利便性に加え、今後、結晶マウントロ
ボット等を導入した全自動データ収集に対応していくため
に必要な仕組みです。センタリングに関しては暫定版とし
て「半自動」（結晶の認識は人間が行う）形式でのユーザ
ーインターフェースが実装されており、マウスのクリック
操作のみでセンタリングが可能となっています。 測
定も から簡単に行えるようになっています（図 ）。
　
共同利用状況
　 ～ 月のビームタイムの利用状況を図 に示します。
月 日から共同利用を開始し、 月 日までユーザー
実験に 日開放しました。途中ビームラインの真空トラ
ブルなどで 日間を失いましたが、予備日を代替ビームタ
イムに割り当てさせて頂く事で補填できました。 日の
うち 日は、 課題（タンパク 関係）のビームタイ
ムに配分されました。
　公開当初は、不安定なワークステーションやコントロー
ラの不具合、ソフトウェアのバグ等で、ユーザーの皆様に

図 　結晶センタリング及び 測定用
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現　　状

はご迷惑をおかけしましたが、 月の後半にはそれらの不
具合はほとんど解決され、安定に稼動できるようになりま
した。イメージ一枚あたり約 の大きさのため、一
日のデータの総量が を超えることも珍しくないよ
うです。まだ共同利用開始して間もないので構造解析の結
果の情報が不足しています。ビームラインに対する要望も
含め、フィードバックしていただけると大変助かります。
解析例として、昭和大学の田中信忠博士による

程度の微小結晶のデータ収集を紹介します（表 ）。
により解が得られ、自動モデリングを経て 分

解能での精密化を終えたそうです。

おわりに
　夏のシャットダウン中に、アンジュレータの一次光利用
の検討を進める予定です。実現すれば より低エネル
ギーのＸ線の強度が上がり、 等の異常分散を利用した
実験等に威力を発揮すると考えています。また、波長変更
の際アンジュレータのギャップを連動させる等、ソフトウ
ェアを改善してビームラインの使い勝手を向上させていく

予定です。
　 リングの高度化プロジェクトチームの方々の努力の
成果が、 の性能に大きな影響を与えています。また、
ビームラインの建設にはスタッフや三菱電機サービス等多
くの方々に協力していただきました。この場をお借りして、
皆様に感謝いたします。

最近の臨床応用の状況について
筑波大学臨床医学系　大塚定徳

　筑波大学と物質構造科学研究所の間の共同プロジェクト
である「冠状動脈診断を目的とする放射光単色Ｘ線を用い
た臨床応用」が 月から再開されました。
　心臓に血液を灌流させる冠状動脈は動脈硬化が起こりや
すく、冠状動脈疾患は欧米では死因の第１位であり、日本
でも悪性腫瘍に次ぐ疾患です。動脈硬化は加齢とともに進
行するため、人口の高齢化とともに冠状動脈疾患は増加し
ています。冠状動脈疾患の診断・治療には冠状動脈の形態
評価が必要であり、Ｘ線透視下にカテーテルという細い管
を大腿部や腕の動脈から冠状動脈に挿入し、造影剤を直接
注入して造影する検査（選択的冠状動脈造影）が行われて
います。しかし、この検査には患者の苦痛、医療従事者の
多大な労力、高額な医療費を伴うため、もっと安全で簡便
な冠状動脈の形態評価法が望まれます。放射光を用いた造
影剤の静脈注入による冠状動脈造影は安全で簡便であり、
選択的冠状動脈造影に代わる検査法として期待されます。
　造影剤（ヨード）のＫ吸収端の上側のエネルギ－の単色
Ｘ線を放射光から得て撮影を行うと、従来のＸ線装置に比
べ高感度で造影剤を検出できます。そのため、静脈注入し
冠状動脈に至るまでにその濃度が希釈された造影剤でも、
冠状動脈に流入したところで撮像できるわけです。我々
は 年に臨床応用を開始して以来 、今年 月まで、
延べ 例の患者で実施しました。動物実験やファント－
ム実験などにより、撮影方法の安全性や有効性は充分確認
されていたものの、やはり臨床という一歩を踏み出すこと
は、当初は相当な緊張感の中での検査となりました。現在
は、通常のカテーテル検査に比べ格段に安全であること、
苦痛の少ない検査と患者から評判であること、また臨床に
有用な画像が実際に得られることを確認しています。図１
には、最近の臨床応用の結果の一例を示します。右冠動脈
が明瞭に識別できています。臨床応用を続けてくるなかで、
いろいろな新しい知見が得られ、撮影方法や撮影システム
の改良がなされ、より良い画質の画像を得ることができる
ようになりました。そのなかで、 年度の改造による
加速器性能向上の貢献は大きく、電子ビ－ムのライフタイ
ムの延長により臨床応用時の入射は基本的に１回となると
ともに、臨床応用時には蓄積電流値が 程度以上を保
持できるため、検査時間の短縮と画像の の向上がも
たらされています。放射光を用いた冠状動脈造影の臨床応

図 ．ビームタイム利用状況

表 ‘ ’ 　
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平成 16年度前期
フォトン･ファクトリー研究会の募集

物質構造科学研究所副所長　松下　正

　物質構造科学研究所放射光研究施設（フォトン･ファク
トリー）では放射光科学の研究推進のため、研究会の提案
を全国の研究者から公募しています。この研究会は放射光
科学及びその関連分野の研究の中から、重要な特定のテー
マについて ～ 日間、高エネルギー加速器研究機構のキ
ャンパスで集中的に討議するものであります。年間 件程
度の研究会の開催を予定しております。
　つきましては研究会を下記のとおり募集致しますのでご
応募下さいますようお願いします。

記

１．開催期間　　　平成 年 月～平成 年 月

２．応募締切日　　平成 年 月 日（金）
　　　　　〔年 回（前期と後期）募集しています〕

３．応募書類記載事項（Ａ４判、様式任意）
　（ ）研究会題名（英訳を添える）
　（ ）提案内容（ 字程度の説明）
　（ ）提案代表者氏名、所属及び職名（所内、所外を問

わない）
　（ ）世話人氏名（所内の者に限る）
　（ ）開催を希望する時期
　（ ）参加予定者数及び参加が予定されている主な研究

者の氏名、所属及び職名

４．応募書類送付先
　 〒 茨城県つくば市大穂

高エネルギー加速器研究機構
物質構造科学研究所事務室
：

＊ 封筒の表に「フォトン・ファクトリー研究会応募」
と朱書のこと。

　なお、旅費、宿泊費等については実施前に詳細な打ち合
わせのうえ、支給が可能な範囲で準備します（ 件当り上
限 万円程度）。
　また、研究会の報告書を として出版し
ていただきます。

用の進歩は、 放射光ビ－ムラインスタッフ、放射
光加速器スタッフのご尽力の賜であり、さらに、 ス
タッフ、放射光ユ－ザ－の皆様などのご協力に依るもので
す。
　現在、患者からインフォームドコンセントを得て運動
負荷や薬物負荷を行い、これによる冠状動脈の変化につい
て検討を進めています。カテーテル検査では危険であるた
め運動時の冠状動脈造影は困難ですが、我々の撮影システ
ムは造影剤の静脈注入であることから安全であり、二次元
動画像システムであることから運動時の冠状動脈の変化の
診断が可能です。この検査方法により、単に形態学的情報
だけでなく、より実用的で臨床的に有用な情報を得ること
ができると期待されます。また、撮像には
とテレビカメラを用いていますが、今後はフラットパネル
などのディジタル撮像系を導入し、さらに画質を向上させ
たいと考えています。将来的には放射光を用いた冠状動脈
造影が日常的に使える検査法となるよう更なる撮影方法の
開発を行なっていきたいと考えています。さらには、放射
光を用いた微小血管造影やその他の臨床応用に発展するこ
とを期待しています。

参考文献

図１
代状表例における右状冠動脈（左前斜位）の経静脈放射光造影像。
右冠動脈は、起始部からセグメント の部分まで明瞭に造影され
ている。
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お知らせ

平成 16年度前期
共同利用実験課題公募について

実験企画調整担当　小林　克己（KEK・PF）
宇佐美徳子（KEK・PF）

　上記公募締切が下記のようになっております。
　　 型課題　　平成 年 月 日（金）

・ 型課題　平成 年 月 日（金）

　 型（予備実験・初心者実験）の申請に当たっては、実
験ステーション担当者と技術的なことについて緊密に打ち
合わせて下さい。
　放射光共同利用実験応募資料は ホームページ（

）を御覧下さい。申請書書式が新
しくなりましたので、ダウンロードしてご利用下さい。　
　不明な点は下記までお問い合わせ下さい。
　　　　　　　　高エネルギー加速器研究機構

研究協力課共同利用第一係
　　　　　　　　　 　

実験企画調整担当者　小林　克己
：

現 BL-28 の閉鎖について
放射光研究施設長　松下　正

別項にありますように、 月 日の共同利用実験審査
委員会研究計画検討部会で議論頂き、 をアンジュレ
ーター専用化し大強度、高分解能の真空紫外域のビームラ
インを整備することをお認め頂きました。放射光研究施設
としては整備し、共同利用に供すべき施設と考え、ビーム
ライン建設のための予算を手当てし、発注作業に当たって
います。
新しいビームラインは基本的に現在の の性能を

包含していますが、 の部分は包含していません。
年夏の停止期間中に改造作業を予定しており、それ

以降は現在の 、 を用いた実験は行えなくなり
ます。ビームラインのより詳しい情報は小野氏に依って
に記されていますのでご参照下さい。

報文・学位論文登録のお願い

を利用した研究の成果として報文が出版された場合
は論文データベースに登録し、別刷りをお送り頂くこと
をお願いしておりますが、ここ ～ 年の登録報文数が
少なくなっています。ある分野では出版された報文の内
～ が未登録であったとの調査結果もあります。報

文数はアクティビティを測る一つの指標として利用され

ます。報文出版状況を課題審査の資料として利用するこ
ともあり得ます。従って、 を利用した成果として報文
を出版される場合、 を利用して実験を行ったことを明
記して頂くとともに、出版の暁には 出版データベース
（ ）に忘
れずに登録し、別刷りをお送り下さい。　
また、学位論文（修士論文、博士論文）につきましても、

学位論文出版票を提出頂くようお願いします。

入出構ゲートの設置及び運用について

　このたび本機構では保安・防犯体制を強化するとともに、
入出構時の交通安全の確保を図ることを目的に、インフォ
メーションセンター前に、入出構ゲートを設置しました。
　つきましては、下記のとおりゲートによる車両の入出構
管理を開始することになりましたので、お知らせします。
　なお、入出構ゲート運用方式の概要は下記のとおりです
ので、ご協力の程よろしくお願いします。

１．運用開始日
　　　平成 年 月 日（金）午前 ～

２．ゲート開放時間帯（平日のみ）
　　　朝　　 ～
　　　昼　 ～
　　　夕　 ～
　上記の時間帯はゲートが開放されていますので、入構登
録証を提示の上、通行してください。入構登録証のない方
は、インフォメーションで入構手続きを行って下さい。

３．ゲート閉鎖時間帯（平日の上記時間帯以外並びに土曜
日、日曜日、祝日は終日）
　ゲート閉鎖時間帯の通行はゲートレーンを利用し、カー
ド（身分証明書、入出構ゲート専用カード、管理区域入出
管理用 カード〔共同利用実験者に貸し出されているカ
ード〕、図書室利用カード）をカードリーダーに差し込ん
でゲートを開けて通行して下さい。
　入構登録証を所有していても上記カードを所持していな
い方は、インターホーンでインフォメーションへ連絡、ゲ
ートを開けてもらい入出構して下さい。
　共同利用実験者は 到着時は一旦インフォメーショ
ンで入構手続きを行い、監視員室で管理区域入出管理用
カードが発行された後は、このカードにより入出構が

可能となります。

４．その他
　運用開始日以降は、車両入構許可証の提示のない車両の
入構はできなくなりますので、必ず車両入構許可証を車の
ダッシュボート等の見やすい位置に提示してください。入
構側 車線のうち中央車線は、ゲート通過後の車両との合
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流の安全確保のため、当分の間は閉鎖します。
　本件に関する問い合わせ先は、総務部経理課用度第二係
（ ）まで。

　なお、入出構ゲート周辺図（ゲート閉鎖時、開放時）は
ホームページ「ユーザーガイド」（

）をご参照下さい。

IP ルームおよび PF-AR の共用
BAS2000/2500 のファイル転送について

物質科学第二研究系　岸本俊二
　　　　
　ご存知のように 実験ホール側室および ・
脇に （富士写真フィルム）が設置され共同
利用機器として運用しています。 の画像ファイルは
（リモートサーバとして）放射光計算機システム に
ファイルを置き、ユーザーには必要に応じてそこからファ
イル転送して利用していただいています。
　 年 月から新しい計算機システムの運用が開始さ
れる際に 強化のため を設定した関係で、
従来のように によるファイル転送を行うことができ
なくなりました。この点の連絡を事前に行うことができず、
ご迷惑をおかけしています。申し訳ありません。
　 月以後、ファイル転送については 計算機システム
管理者（光源系　三科氏）と相談のうえ、以下のように運
用していくことにいたしました。

１． で記録した画像ファイルを のファ
イルサーバ から各ステーションのマシン（ワークステー
ションや ）に送りたい場合、 のセキュリティ上
の観点から、各ユーザーに「放射光汎用計算サーバー利用
申請書」を事前に提出（ステーション担当者に提出）して
いただき へのユーザー登録をしてもらう。
　 利用申請書はステーション担当者に請求してくだ
さい。申請書に記入する研究課題は「 を用
いるデータ解析（ 　 　 ）」
としてください。
　課題申請はとりあえず 月 日（月）までに各ステーシ
ョン担当者までお願いします。提出はコピーでなく原本を
郵送していただくようお願いします。申請がそれ以後にな
った場合は随時受け付けます。受理された申請書は後日、
申請者に 管理者から直接返送されます。
　なお、 などによってファイルを持ち帰るユーザー
の方は従来どおりです。特に申請していただく必要はあり
ません。

２．各ユーザーは、利用申請許可時に割振られたユーザー
名とパスワードを使って にアクセスする。 内
のネットワークからアクセスする場合は、

　ワークステーションなら にて へログインし
たあと、 コマンドを使用してファイルを転送する。
　 マシンなら（ユーザー持込み の場合

は貸し出し用 アドレス＊で ネットワークに接
続したあと） （ 上で動くフリーウェ
ア）でファイル転送を行う。 の場合は に
より同様なファイル転送ができる。このとき接続先は

または とする
こと。
　 の場合も の場合も の （以下、
各グループフォルダー エントリーフォルダー）から必要
なファイルをダウンロードしてください。 の外から
アクセスする場合は、ワークステーションに限られ、上の
の方法によります。

３．ファイル転送についての詳細（ コマンドによる転
送方法、 などのインストールや使用方法）はホー
ムページ：

を参照してください。

　不明な点は岸本（ ）まで問
い合わせてください。お手数をかけますが からのフ
ァイル転送を行う ユーザーは 計算機利用申請
（ 締め切り：ステーション担当者あてに申請書原本を提
出）をしていただくよう、よろしくお願いします。

＊ 月以降は管理方法が変わりますので、詳細は ホームページ

をご覧下さい。

ＰＦ実験ホール、研究棟での工事について
技術部物質構科学　小山篤、豊島章雄、菊地貴司

　春のシャットダウン時に 光源棟では空調機の改修工
事が行われました。 実験ホールは 台の空調機で温度・
湿度がコントロールされています。そのうち 台は 年
前に本体の更新を行いましたが、今回は残りの 台を更
新しました。また 台すべての温度制御方式を変更しま
した。これにより、今まで外気温の変化に伴っ て 日に
℃程度変化していた実験ホールの温度は、ほとんどの場
所で ℃以下の 精度で安定させることができるようにな
りました。また、空調機本体の除振機能を強化したことに
より、実験ホールの床面の空調機による振動を改修前の半
分程度に押さ えることができました。また、 利用エリ
ア、 部分の空調機も更新しました。 エリアはオ
ールフレッシ ュ（部屋から取り入れた空気ではなく、屋
外から取り入れた空気を温度コントロール して吹き出す）
方式から、屋外からの取り入れ量を少なくするとともに、
各部屋にも個別エアコンを設置するように方式を改めまし
た。改修前は数度（季節によっては ℃以上）温度が変
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動していましたが、改修後は ℃程度に室温を安定させる
ことができました。 エリアも エリアと完全に切
り離し独自にパッケージエアコンを取 り付けることによ
り、同様の温度の安定性を得ることができました。
　夏のシャットダウン時には前号の「 ニュース」でも
お知らせしましたが、水配管の改修工事、トイレの改修工
事を行います。 光源棟は建設されてから 年を過ぎま
したが、ほとんどの配管は建設当時のままであり、水漏れ
が多発するようになってきました。そのため、温水配管を
中心に交 換作業を行います。同時に配管にバルブを追加
し、今後の補修作業を行いやすいよう にします。これら
の作業のため、 月中旬から ヶ月程度実験ホールの空調
が停止し ています。また、光源棟１階（監視員室横）・
階と研究棟 階・ 階のトイレの改修工事も行 われます。
工事に関しては 懇談会のメールリストなどを通して、
ユーザーの皆様 の意見も伺いました。当初は監視員室横
の女子トイレをなくし男子トイレを広げ、そ の代わりと
して研究棟 ・ 階の女子トイレを大きくすることも検討
しましたが、何 人かの方から実験ホールの近くに女子ト
イレを残して欲しいとの意見をいただきましたので、現行
通りとしました。そのため、今回の改修では水洗便座、エ
アータオルの 設置、換気の改善、床・壁の張り替えなど
を行うことにとどめました。なお、光源棟 階のトイレで
は女子便器を和式から洋式に変更し、男子の洋式大便器を
追加しま す。光源棟のトイレ改修工事は 月上旬に終了
しますが、研究棟の工事は 月末ま でかかってしまい、
一部ユーザータイムに食い込んでしまいます。ご迷惑をお
かけしますがよろしくお願いいたします。
　なお、工事関係の日程は　

　をご覧下さい。

平成 15年度　防災・防火訓練について
物構研防災・防火担当主幹　小林正典

　今年度の機構全体の防災および防火訓練は、 月 日
（火）午後 に予定されることになりました。防火訓練は防
災訓練に引き続いて実施されます。防災訓練では、機構
指定の避難場所（ 年度 ニュ－ス誌裏表紙参照）へ
の避難及び各人の所在確認について、昨年度同様、 お
よび の放射光ユ－ザ－の皆さまにも訓練に参加し
ていただく予定です。機構としては、重要な訓練として位
置づけており、皆さまのご理解とご協力をお願い申し上げ
ます。詳細につきましては、別途、お知らせする予定です。
合わせて日頃からの防災・防火に対するご協力をお願い申
し上げます。

KEK 一般公開のお知らせ
一般公開実行委員　宇佐美　徳子 (KEK-PF)

　今年の 一般公開は「宇宙・物質・生命」をテーマ
に 月 日（月・祝日）に開催されます。今回の一般公開は、

年にノーベル物理学賞を受賞された小柴先生の講演
が企画されています。また、放射光はもちろん、機構内の
多くの施設が公開されますので、 ユーザーの方も普段
見ることのできない加速器や装置などを見るチャンスだと
思います。子供たちにも楽しんでもらえるよう、科学おも
ちゃや、おもしろ物理教室、ラジオ製作なども用意してあ
りますので、ご家族、お友達お誘いのうえ、ぜひお越し下
さい。
　当日は，つくばセンターから無料送迎バスが運行されま
す。また、機構内の移動には無料巡回バスが利用できます。
詳しくは を参照して下さい。

１．日時　 年 月 日（月・祝） ～

２．主な公開施設
　 　研究本館、国際交流センター、３号館、陽子シンク

ロトロン、東カウンターホール、ニュートリノ振動
実験前置検出器、中性子中間子研究施設、陽子ビー
ム利用実験棟、卓上シンクロトロン実験室、放射光
研究施設、 ファクトリー加速器、 ファクトリー
筑波実験棟及び展示室、アッセンブリーホール、陽
子リニアック棟、超伝導・低温・真空実験棟、放射
線科学センター、計算科学センター、工作センター、
低温工学センター

３．主な企画
・講演（研究本館） ～ 「宇宙・人間・素粒子」
　　　小柴昌俊東京大学名誉教授
　　　　　（ 年ノーベル物理学賞受賞）
・おもしろ物理教室（３号館会議室）「虹のタペストリー」
　　　第 回　 ～
　　　第 回　 ～
　　　第 回　 ～
　※各回とも先着 名（ 人１組での申込みを歓迎します）
・製作コーナー（４号館セミナーホール）
　　「ラジオを作ってみよう」
　　　第 回　 ～
　　　第 回　 ～
　　　第 回　 ～
　※参加は当日抽選とします。
・科学おもちゃ（ 号館ロビー） ～
・ギネス記録に挑戦（ 号館屋外）
　　　「声はどれだけ遠くまで届くか？」
・物理学遊びの広場（体育館）
　　　「紙飛行機を作って滞空時間に挑戦しよう！」



PHOTON FACTORY NEWS Vol. 21 No. 2 Aug.

18

ユーザーズ・オフィス委員会からのお知らせ
ユーザーズ・オフィス委員会　小林克己（KEK・PF)

１．宿泊費未納者に対する措置
　共同利用者の皆さんの便宜を図るために、機構では共同
利用宿舎を準備して運用しておりますが、 月初めの段階
で、宿泊費用の滞納額が 万円を超えております。この
ような状況からユーザーズ・オフィス委員会では、宿泊費
未納者に対して以下の様な対応をすることとなりましたの
でお知らせします。
　なお、適用にあたってはユーザーへの周知期間を考慮し、
平成 年 月 日からの宿泊から実施致します。
●未納がある場合
毎月１日現在で未納がある人に対して未納の警告をする。
　　　　　　　　　　　　 ↓
　　　警告を発して ヶ月の間に納付されない場合は、
　　　督促状を送付する。
　　　　　　　　　　　 ↓
　督促状を送付して１ヶ月後から、予約の拒否をする。

　宿泊費はユーザーズ・オフィスで納入して下さい。来所
できない場合は現金書留でも受け付けます。

２．国際交流センターユーザーズルーム及び交流ラウンジ
の利用方法について
　ユーザーズ・オフィス委員会では標記についてユーザー
の皆様より広くご意見をお聞きし、下記の通り利用方法を
定めましたのでご報告致します。
１．交流ラウンジ は、 時間開放する。但し、時間外（午
後 時から翌朝 時）は、 カードにより入室する。

２．ユーザーズルーム 、ユーザーズルーム 及び交流ラ
ウンジ１の利用時間は、午前 時から午後 時まで
とし、利用者は、事前にユーザーズ・オフィスに利用
申請書を提出しなければならない。

３．交流ラウンジ も事前にユーザーズ・オフィスに利用
申請書を提出することによって専有利用することがで
きる。

４．国際交流センターの運営上必要があると認めた場合
は、申請を承認しない、あるいは、承認を取消すこと
がある。

３．国際交流センターギャラリーの運用企画の公募について
　国際交流センターギャラリーには、本年 月末日までの
間、東京芸術大学の協力の下に芸術作品を展示しておりま
すが、 月以降の運用については、職員及び多くのユー
ザーから企画を公募し、ユーザーズ・オフィス委員会で決
定することとなりました。企画内容については、芸術作品
の展示に限りません。
　つきましては、下記事項に留意のうえ、応募してくださ
るようお願いいたします。
　申込み期限：平成 年 月 日（金）
　企画：芸術作品にこだわることなく何でも可。
　申込み先：ユーザーズ・オフィス（ ）

PF 研究会「内殻励起分光学の発展と展望」
報告書（proceedings）発行のお知らせ

物質科学第一研究系　小出常晴、岩住俊明

　昨年の 月 日、 日に で開催されたフォトン
ファクトリー研究会「内殻励起分光学の発展と展望」の報
告書が発行されました。講演して下さった先生方、及び一
般参加の皆様方には報告書をお送り申し上げましたが、そ
れ以外で報告書をご希望の方は下記宛にご連絡下さい。
　　報告書請求先　　放射光研究施設　秘書室
　　　　　　　　　　 ：
　　　　　　　　　　 ：

ポスドク（井上フェロー）募集のお知らせ
物質科学第一研究系　間瀬一彦

　 では引き続き井上フェロー１名を公募しております。
応募資格は博士の学位を有するか、または取得が確実な方
で 歳未満（採用時）、任期は着任してから 年間。研究
奨励金は月額 万円、研究内容は固体表面分子の内殻励
起後の緩和、脱離のダイナミックスに関する実験。
　問合せ先は、間瀬一彦　 、
　　　　　　　
　詳細に関しては ニュース の ページあるいは
ホームページ

を参照ください。

人事異動・新人紹介
（辞職）

発令年月日  氏　名 　　　　　 現　職 　　　　　旧　職

彦坂泰正 　　物構研　協力研究員 物構研　物質科学第一研究系
研究機関研究員
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予　定　一　覧
　　2003年
            9月   8日－ 12日           第 25回自由電子レーザー国際会議、第 10回 FEL利用者ワークショップ（FEL2003）
            9月 15日　  平成 15年度高エネルギー加速器研究機構一般公開
            9月 19日  平成 16年度前期共同利用実験課題（S2型）申請締切
            9月 29日 　　  PF平成 15年度第二期ユーザー運転開始
　　  10月   6日　　　　　　 PF-AR平成 15年度第二期ユーザー運転開始
　　  10 月 21日　　　　　　防災・防火訓練
          11月   7 日  平成 16年度前期共同利用実験課題（G型・P型）申請締切
          12月 19日                        平成 16年度前期フォトン・ファクトリー研究会公募締切
　　  12月 19日－ 20日           PF研究会「ナノテクノロジーと高分解能電子分光」
          12月 24日　　　　　　 PF、PF-AR平成 15年度第二期ユーザー運転終了
　　
　　2004年
　　    1月   8日－ 10日  日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム （エポカルつくば）
            1月 16日　　　　　　 PF平成 15年度第三期ユーザー運転開始
　　　1 月 19日　　　　　　PF-AR平成 15年度第三期ユーザー運転開始
            3月 19日　　　　　　 PF-AR平成 15年度第三期ユーザー運転終了
　　　3月 23日　　　　　　 PF平成 15年度第三期ユーザー運転終了
　　　3月 24日－ 25日　　   第 21回 PFシンポジウム

最新情報は http://pfwww.kek.jp/spice/getschtxtでご覧下さい。
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物質構造科学研究所・構造生物学研究センター　博士研究員および技術員募集

【研究室紹介】当センターは若槻教授をヘッドとして 年春に発足した新進の研究室で、助教授 名、助手 名の研
究スタッフの他、ポスドク等研究員 名、研究支援者 名、博士課程大学院生 名が現在のメンバーである。本セン
ターは放射光Ｘ線結晶構造解析ビームラインの建設、運営、共同利用ユーザーのサポート、ロボティクスを用いた構造
解析高度化のための新規技術開発を鋭意進めると共に、細胞内輸送と糖鎖修飾の分子機構を明らかにするため、それら
に関わる蛋白質の構造プロテオミクス研究に取り組んでいる。その成果の一部、糖タンパク質輸送に関わるタンパク質
の解析結果は既に有力誌に発表されている（

）。

【業務内容】
①博士研究員、テクニシャン
　当センターの研究テーマに沿って、自立的に研究を行うことを期待する。具体的には
　（１）組換え 技術による蛋白質の大量発現系の構築
　（２）その蛋白質精製法の確立と精製蛋白質の生化学的性質の研究
　（３）結晶化と放射光ビームラインを用いたＸ線結晶構造解析
　（４）構造情報に基づいた生化学的・細胞生物学的解析
　などを行い、最終的には生命の分子機構の解明や、構造に基づいた創薬や新しい医療法の開発を目指す。
②テクニシャン
　 蛋白質構造解析の補助（回折実験、構造解析等）として・放射光実験施設での回折データ収集・回折データの処理及
　び評価・構造解析を行い、業務の補助を行う。
③博士研究員、テクニシャン
　結晶構造解析 位相決定法 に関するアルゴリズム・方法論の開発を行う。
④システムエンジニア（
　　・実験装置・ロボットの制御ソフトウェア、 の開発
　　・ネットワークを利用した実験システムの開発
　　・用いるプログラミング言語は 等

【応募資格】①②③④に共通。大卒以上。蛋白質構造解析の知識があることが望ましいが、経験がなくても蛋白質の構造
解析に情熱を注げる方であれば可。物理の素養はある方が良い。博士研究員については、学位を取得しているか、取得
見込みのこと。
④上記共通事項のほか・ 、 の両方もしくは一方のプログラミングに精通している方・ を用い
たプログラミングの経験があればなお良い。

【募集人員】それぞれ若干名

【提出書類】履歴書、業務経歴書、博士研究員の場合は主要論文の別刷りと今までの研究概要。可能であれば指導教官の
推薦書。

【着任時期】決定次第

【待遇】科学技術振興調整費、あるいはタンパク プロジェクト予算による雇用なので、年度毎更新。給与や休日は
本研究機構の規定による。

【書類提出・送付先】〒 茨城県つくば市大穂 　
高エネルギー加速器研究機構・物質構造科学研究所・構造生物学研究センター・センター長　若槻壮市
： ：

【連絡先】若槻教授室、秘書、永田直美　 ： 　 ：
業務に関する問い合わせ先：
①加藤龍一　 ： 　 ：
②鈴木　守　　 ： 　 ：
③松垣直宏　　 ： 　 ：
④五十嵐教之　 ： 　 ：

【付記】本応募による博士研究員は、放射光ビームラインの維持等に関わる業務にはタッチしません。詳しくは直接お問
い合わせ下さい。
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1.　はじめに
　 年のノーベル化学賞は、ドイツ化学者の
とその弟子 に授与された。彼らの功績は、新たな
シクロヘキセン環合成手法を発見したことにある。この反
応は後に 反応と呼ばれ、有機合成化学に対す
るブレークスルーをもたらしたのみならず、産業の発展に
対する貢献は計り知れない。 反応は、ジエンお
よびジエノフィルの 、 共役系の電子軌道の重なりから
協奏的にシクロヘキセン環を合成する 付加反応であ
り、反応は穏やかな条件で進行する。これは、同じペリ環
状反応である 付加反応－例えば 中のピリミジ
ンが変異ピリミジン二量体を形成する反応－が紫外線照射
などのエネルギーを要求することと、性質を大きく異にす
る。
　 年代になって、蛋白質工学に新たな領域が切り開
かれた。すなわち触媒としての抗体の創製である。初めて
の例は 研究所の と の

らの手によるもので、遷移状態類似体をハプテ
ンとして認識できる抗体を作製し、エステルを加水分解
することに成功している。さらに当時 研究所の

は 反応の遷移状態を認識できる抗体を
利用し、人工的な を作製するというアイデ
アを提唱、実践した 。具体的には、

などの 抗体触媒が遷移状態類似化合
物との複合体の状態でＸ線結晶構造解析されている。後述
するように、構造解析結果から、これらの抗体触媒は反応
性を上げるための種々の工夫が施されていることが解明さ
れている。
　さて、人工型酵素である抗体触媒が 反応を
触媒することが証明された訳ではあるが、果たして天然
に 反応を触媒する酵素は存在するのであろう
か？何事においてもそうであるが、天然型は人工型に比
べて選択圧を受け生き残ったものであるので、効率性を
比べると一般的に比較にならないくらい高い。もし天然型

が存在すれば、その触媒戦略は非常に精巧
に設計されており、我々が学ぶべき叡知は計り知れないで
あろう。天然には多種類の炭素炭素結合反応を触媒する酵

素が知られるが、このうち化学構造から 付加物と予
想される化合物は微生物、植物および海産動物には意外に
多く見出される 種以上 。この中では、細
胞レベルでの変換反応で酵素的 反応の存在を
論じている研究などの魅力的な仮説、間接的な証明が数例
あるが、実際にこうした付加物を与える酵素を単離すべく
行った試みはほとんどが失敗に終わっていた。これまで具
体的に存在が確認されている候補酵素は、僅か三種類のみ
であった。
　天然型 を探すことは 宝探し

などとも言われ、化学者のみならず多分
野から注目を集めていた。本稿では世界で初めて構造解
析、反応を説明することのできた天然型 ：

が採用している触媒戦略
について簡単に紹介する。

２．MPS
　ツユクサの病原菌 は
ピロン から安息香酸誘導体マクロフォミン酸 への

珍しい変換を触媒する事が知られていた 。一般
に ピロンは逆電子要求性 反応の基質と知
られ、この変換反応中に 反応が含まれること
が期待された。後の研究により、この複雑な変換反応は

と名付けられた、たった一種
の酵素によって触媒されることが判明した。 は
を要求する分子量約 の蛋白質である。 はもう
一つの基質としてオキサロ酢酸を必要とする。
　 の触媒反応は に示したように三段階に分け
ることができる 。第一段階の脱炭酸反応には が必
須であり（ ）、オキザロ酢酸のみを基質と
した場合、生成したエノラートが水分子と反応しピルビン
酸を与える。本酵素はピルビン酸も基質とするが、この場
合非効率的な脱プロトン化が生じるためと説明できる。二
段目の反応は 個の炭素炭素結合反応であり。最後の反応
は脱水 脱炭酸による芳香環の形成である。このような観
点からすれば脱水反応における脱プロトン化は中間体
にあるカルボキシル基による分子内触媒反応であり、 段

世界初の

尾瀬農之 、姚　閔 、渡辺賢二 、三江　崇 、及川英秋 、田中　勲
北大理学部・生物科学、 北大農学部・応用生命、 北大理学部・化学
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階の反応が協奏的に進行するという反応経路を予想するこ
とができる。本変換反応全体を眺めると酵素の持つ本来の
機能は脱炭酸であり、他の反応は後天的に付け加えられた
ものと考えるのが妥当であろう。

３．実験
　蛋白質の発現・精製と結晶化

　 由来 を発現ベクタ
ー 社 に導入し、大腸菌内で発現さ
せ精製した。結晶化の為の標品精製は、 陰イオン交換
カラム 、 基を利用した疎水性相互作用カラ
ム、 陰イオンカラム いずれもアマシャムバイ
オサイエンス社 の三段階による液体カラムクロマトグラ
フィ により行った。
　 の結晶は、 ポリエチレングリコール 、

プロパノール、 塩化マグネシウム、 ピ
ルビン酸、 を結晶化剤とするハンギングド
ロップ蒸気拡散法で作製した。多波長異常分散法による
構造決定を行うために、セレノメチオニン置換体結晶も作

製した 。両者の結晶化条件には若干の相違が見られ
た。
　精製サンプルの活性測定は、反応液をフィルターで濾過
し、 システムを用いた逆相カラムクロマトグラフィ
ー Ⅱ φ により生成物を
定量した。また、セレノメチオニン化した の比活性は、
野生型酵素と同等であった。

　結晶構造解析
　回折強度測定は全て のビームラインを用いて、ク
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ライオ条件下 にて行った。 結晶に関して
は の二種の結晶が得られた。 結晶（空間
群 ）は において分解能 までの回折強度
データを収集することができた 。 結晶（空

間群 ）は において までのデータを収集し
た。また、多波長異常分散法に必要な、セレノメチオニ
ン置換体結晶は において分解能 までの回折
強度データを収集した。位相決定には を、電子密
度改良には を用いて、 までの異常分散データか
ら 結晶の回折強度データを利用し まで位
相拡張を行った後、 によるモデル構築を行っ
た。 結晶の回折データを用い、 の反射
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を使用して でモデルの精密化を行い、
の最終構造を得た。結晶学的データおよび精密化の

統計値を に示した。

　変異体の作製と活性測定
　活性部位情報から、基質との相互作用が予想される

に対して 法を利用して変異を導入し、
オキザロ酢酸脱炭酸活性およびマクロフォミン酸合成活
性の定量を行った。オキザロ酢酸脱炭酸活性は、反応液を

存在下において乳酸脱水素酵素と混合し、乳酸脱
水素酵素逆反応によるピルビン酸等量当たりの の
消費を で定量化した。マクロフォミン酸合成活性は
前述のとおり、逆相カラムクロマトグラフィーによる定量
化を行った。

４． 結果と考察
4.1 MPS の全体構造
　 の 単 量 体 は

の順に二次構造を形成し、
からなるコア構造を持つ 。

は とも呼ばれ、蛋白質のフォールドとし
て最も大きな を形成する。 を
持った酵素が持つ活性能も様々なものが報告されている。

は コアに加えて、その 末端側は 残
基 からなる長い ヘリックスを形成している。
この長い ヘリックスは結晶学的二回軸で関係付けられ
た単量体の の一部となっている。すなわち、
単量体間で強力に相互作用しているこの ヘリックスの

によって は完成する。 コ
アを持った酵素は、コア部以外の構造が様々に修飾され
たものが見られるが、 と同様に二回軸間で
している ヘリックスによって が完成するよ
うなトポロジーを持つ蛋白質として、

お よ び
が構造解析されている。ア

ミノ酸配列の相同性が 弱である と
の単量体立体構造は高い相同性が見られる。 はさら
に、この が三回軸で関係付けられ、全体
として点群 からなる六量体を形成する。主に疎水性に
よって会合している二回軸間の相互作用が、三回軸間のも
のよりも大きいことは、 の計算からも明らか
である。また、 に示すように三回軸間に於いても、
隣の単量体からの長いループの挿入が見られる。このルー
プは相手の活性部位付近まで挿入され、後述するように反
応過程で重要な働きをする残基を保持している。

4.2 活性部位
　 を形成する酵素の活性部位は、中央

の 末側に位置する。 が活性発現を行うため
には二価マグネシウムイオンが必要であるが、他の金属イ
オンはコファクターとして働き得ない。マグネシウムイオ

ンは精製、結晶化条件において で添加している。マ
グネシウムイオンは を係数としたマップ から
容易にアサインすることができ、 および の
二つの側鎖カルボン酸に配位している 。また、結
晶化条件に加えたピルビン酸がマグネシウムイオンに配
位している様子もマップより確認することができた
。得られた分解能のマップからは、ピルビン酸の二つの

カルボキシル酸素が主鎖のアミドプロトンと水素結合をし
ている状態を明示しているため、ピルビン酸の方位を一義
的に決定することができた。ピルビン酸はそのカルボニル
酸素原子とカルボキシル酸素原子がマグネシウムイオンに
配位している。
　ピルビン酸は においても活性部位に配位
した状態で構造解析されている。全体構造だけではなく、
活性部位のマグネシウムイオンおよびピルビン酸配位の認
識様式も と の間に相同性が見られる。
ピルビン酸は の基質の一つであり、 の
基質にもなりうる。しかしながらマグネシウムイオンの親
和性、選択性、基質の構造には大きな相違が見られ、触媒
する反応も別種のものであると言って良い。

4.3 反応機構
　 の反応経路は大別して つに分けられる。構造解
析により得られた情報をもとに、反応メカニズムを表した
ものが である。第一段階目の反応はオキザロ酢酸を
取り込み、速やかに脱炭酸反応を触媒してピルビン酸を生
成するオキザロ酢酸脱炭酸酵素 としての働きであ
る。これまでにオキザロ酢酸が、脱炭酸を受ける酵素反応
は二種知られている。すなわち、ビオチン要求性で細胞膜
においてナトリウムイオンの輸送と連動しているものと、
価の金属イオンを要求する水溶性蛋白質であり、ピル
ベートキナーゼ、マリックエンザイムおよび

と 由来の が報告されて
いる。 の脱炭酸反応機構は や

由来の と同様であると思われる。
すなわち、 価金属イオンによるオキザロ酢酸の脱炭酸触
媒作用は、 位カルボキシル基と 位カルボニル基との間
にキレート構造を形成し、脱炭酸の結果生じるエノラート
アニオンを効果的に安定化することができる。直接生成物
はピルビン酸エノラートであるが、容易にプロトン付加さ
れピルビン酸を生ずる。今回の構造解析がピルビン酸との
複合体状態で成功したことから、オキサロ酢酸が活性部位
に取り込まれる際の立体配置も明らかになった。
　二段階目の反応はオキザロ酢酸またはピルビン酸から得
られたピルビン酸エノラートと、 ピロンが 付加反
応を行って、架橋型構造体（ ）を形成
する反応である。ここで、中間体の絶対配置が決定済みで
あること、および活性部位に配位しているピルビン酸の配
置から、 ピロンが活性部位で認識されるモデルを一義的
に決定することができる。この 反応初期遷移状
態の様子を に示した。この図によれば、疎水性の高
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い基質 ピロンは 、 、 、 、 、
などの疎水性の側鎖が集中している領域で認識さ

れている。ここで、プライムのついた残基は三回軸で関係
付けられた単量体由来であることを示す。特筆すべきは、
モデル中、 ピロンの 位カルボニル酸素および 位ア
シル酸素がそれぞれ グアニジル窒素、 フェ
ノール酸素と水素結合距離に入ってくることである。この
水素結合の効果を検証するために、 および
の二種の変異体を作製し、速度論的解析を行った。その結
果、両変異体共にオキザロ酢酸脱炭酸活性には影響せず、
マクロフォミン酸合成活性に影響を与えた。 変異体
ではマクロフォミン酸合成活性は残存せず、 に関し
ては 値一定のまま 値に 以上の低下を認めた

から 。このことは、二段階目の炭
素炭素結合反応において、基質 ピロンと蛋白質残基と
の水素結合が重要な働きをしていることを示すと同時に、
我々の遷移状態のモデルの合理性を強く示唆した結果とな
っている。
　また、 では空間充填モデルによって両基質が認識
されている様子を表している。既に置換基の異なる ピ
ロンを用いた による酵素反応の基質特異性に関して
調べられており、 位置換体は全く基質とならないが 位、
位、 位置換体はそれぞれ 基、
基および 基とかなり大きな置換基を持つものも安
息香酸誘導体に変換される。活性部位の立体構造はピロン
環の 位、 位、 位周辺の空間には余裕があるものの
位付近は および水分子が占めるため込み合っており、
上記基質特異性をうまく説明できることがわかった。
　 反応はジエンの とジエノフィルの

との相互作用で進行するが、一般にジエノフィル
に導入された電子吸引基や、ジエノフィルの反応溶液中
の 酸との相互作用、水素結合の形成は エネ
ルギーを低下させ、 反応を加速することが知ら
れている。構造解析された三種類の 抗体触
媒は全てジエノフィルと蛋白質残基との間に水素結合を形
成している。一方で、 反応において基質 ピロンは
逆電子要求性 反応の基質として有名であるが、
この反応はジエノフィルの とジエンの との
反応である。従って ピロンと水素結合を形成するよう
な戦略は極めて有効なのである。
　最後の脱離反応では活性部位に中間体の プロトン
を脱離する適当なアミノ酸残基が見あたらないことから、
付加体が持つ 位カルボキシレートが塩基として機能する
ことで、脱プロトン化と同時に に位置する
結合が切断され、脱炭酸、脱水が進行するものと推定

している。

4.4  Natural Diels-Alderase の例
　現在までに を含めて三種類の天然型
が報告されている。ソラナピロン合成酵素 、ロバ
スタチンノナケタイド合成酵素 の反応経路を

に示した。 と の触媒する反応は分子内
反応である。一方 が触媒する反応は分子

間 反応である。全く異なった生合成経路中に
発見されているこれらの酵素には共通点が存在する。すな
わち、これら三種の酵素は とは別の機能を
持ち、それぞれ固有の反応を触媒する。
　例えば は酸化酵素として働き、基質
の 位アルコールをアルデヒドまで酸化する。プロソラ
ナピロン類のピロン環 位置換基が 、 、 と
酸化されるにつれジエノフィルの エネルギーが低
下するので、 はより活性化された 反応の
基質を用意する酵素であることがわかる。 はアセチ
ル およびマロニル の縮合を繰り返すことにより
ポリケタイド鎖を伸長する反応を触媒するポリケタイド合
成酵素である。この伸長過程で得られたジエノフィル、ジ
エンが分子内 反応により環化する。また、こ
れまで見てきたように は反応性の高いオキサロ酢酸
脱炭酸酵素である。
　三種類の酵素はそれぞれ、 反応の基質を提供
するような全く別の反応を触媒しているのである。言い方
を変えると、ジエンもしくはジエノフィル、あるいはその
両方を生成する酵素の活性部位が、引き続き 付加反
応が起こるようなコンフォメーションで生成物同士を接近
させる場を提供した場合に、偶然にも とし
て働くことができた。この性質を獲得した酵素が淘汰の結
果、保存されたと考えるのが適当であろう。つまり、前反
応で生じた、 反応の基質であるジエンおよびジ
エノフィルを、いかに効率的にトラップできるかが鍵にな
ってくる。三種の では、
反応の基質（それぞれ前反応の生成物）は活性化された状
態で酵素活性部位に結合しており、溶液中においては非常
に不安定である。このように、活性化された基質が利用で
きるのは天然型酵素独特の戦略である。

５．まとめ
　私たちは の立体構造を、基質の一つであるピルビ
ン酸との複合体の状態でＸ線結晶構造解析することに成功
した。得られた立体構造情報および以前の実験データから、
世界で初めて天然型 の触媒機構を解明する
ことができた。 は長い間多くの生化学者、
化学者が探し求めていたものである。これまで創製されて
いた 触媒抗体に比べ、天然型
は精緻な工夫を随所に施し、格段に高速な反応効率を実現
していることが明らかになった。
　この結果は、一見して散在しているように思える

が、ある共通した概念の上に乗っているこ
とを示唆するものである。今後微生物二次代謝経路上に
次々に発見されるであろう の反応機構が解
明され、私たちの提出した概念が一般化されることを期待
する。
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１．はじめに
　ヒトを初めとする真核生物の細胞には、膜で仕切られた
細胞内小器官が多数存在し、それぞれが固有の役割を持っ
ている。例えば、核は遺伝情報の担い手である を管
理し、ミトコンドリアはエネルギーの生産を行い、ゴルジ
体は新しく合成された分泌タンパク質の修飾や選別を行っ
ている。それぞれの細胞内小器官への物質の輸送は、膜が
くびれて形成される輸送小胞により行なわれる。クラスリ
ン被覆小胞を介した小胞輸送はその代表例であり、エンド
サイトーシスと呼ばれる細胞内への物質の取り込みや分泌
タンパク質の細胞内輸送などに関与している。ゴルジ体か
ら目的地へと出発する積荷タンパク質は、トランス・ゴル
ジ・ネットワーク（ ）膜に局在する積荷タンパク質受
容体によって集められ、アダプタータンパク質の助けを借
りてクラスリン被覆小胞の中に取り込まれ、目的地へと運
ばれる。クラスリン被覆小胞を介した小胞輸送は神経にお
ける情報伝達などにも関わっており、この輸送系に異常が
起きると神経の麻痺など様々な疾患が引き起こされる。従
って、小胞輸送現象を理解することは、生物学的に興味深
いだけでなく医学的な見地からも重要である。
　クラスリン被覆小胞形成のアダプタータンパク質とし
ては 複合体が以前から知られていたが、最近それに加
えて タンパク質が発見された 。 タンパク質
は、トランス・ゴルジ・ネットワーク（ ）膜からの輸
送小胞形成に関与する。 タンパク質は3つのドメイ
ンからなる（ ）。 末端の ドメインはマンノー
ス リン酸受容体などの輸送タンパク質受容体の細胞質領
域と結合する。 ドメインは タンパク質ファミリ
ーで保存されている領域で、輸送小胞の形成開始シグナル

として働く （ 結合型）と相互作用する。 末端
の ドメインは同じアダプタータンパク質である
複合体の ドメインと相同性がある（ ）。 ド
メインと ドメインの間のヒンジ領域は輸送小胞の被
覆タンパク質であるクラスリンと相互作用する。
　 ファミリーは、その重要性と新規性から非常に注
目を集め、世界中からその立体構造に基づいた制御機構に
ついての論文がすでに幾つか報告されている 。これ
まで、我々のグループは、 の ドメインとマン
ノース リン酸受容体の 末端領域のペプチドとの複合
体の構造 や、 ドメインのホモログである 複
合体の ドメインの結晶構造を明らかにした 。最後
に残った ドメインの構造決定は国際的に熾烈な競争
となり、我々のグループと、英国ケンブリッジ大学、米国

及び米国オクラホマ大学の計 つのグループがほぼ同
時に構造決定に成功した 。 膜に結合した
に ドメインが結合することによって、 は
膜にドッキングし、輸送小胞の形成を開始することが出来
る。我々のグループは ドメイン単体だけでなく、そ
の 末端領域 と 結合型 との複合体
のＸ線結晶構造も明らかにした 。これにより タ
ンパク質が により、 膜にリクルートされるメカ
ニズムが明らかになった。

２．実験
2.1 タンパク質の発現・精製と結晶化
　ヒト タンパク質の ドメイン（ 残基）
をコードする 断片を を用いて増幅し、グルタ
チオン トランスフェラーゼ（ ）との融合タンパク

リソソームタンパク質の輸送における
ARF による GGAタンパク質の膜へのリクルートの分子機構

志波智生 川崎政人 高津宏之 禾晃和 松垣直宏
五十嵐教之 鈴木守 加藤龍一 中山和久 若槻壮市

高エネ研・物構研・構造生物学研究センター 国際科学振興財団 筑波大・生物系
現 理研・免疫アレルギー研 現 マックスプランク生物物理学研究所 現 京都大院・薬
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質として、大腸菌内で発現させ精製した。プロテアーゼで
部を切断除去し、 ドメインのみを結晶化に用い

た。また、同様に （ 変異により から
への加水分解が起こらず、 結合型に固定された変異体）
と ドメイン（ 残基）をそれぞれ発現・精製し、
両者を混合して複合体を形成し、ゲルろ過クロマトグラフ
ィーを用いて複合体を精製し結晶化に用いた。
　 タンパク質の ドメイン単体の結晶は、

を結晶化剤と
するハンギングドロップ蒸気拡散法で作製した 。
また、 の結晶は、

を結晶化剤とする
ハンギングドロップ蒸気拡散法で作成した 。また、

と ドメインの複合体結晶は ､
を結晶化剤とするハンギングドロップ蒸気拡散法

で作製した 。

2.2　Ｘ線回折強度データの測定と構造決定・精密化
　 タンパク質の ドメインの結晶のＸ線回折強
度データは、 のビームライン の
放射光を用いて、 分解能のデータを の精
度で測定した。また、位相情報を得るためにセレノメチオ
ニン化した ドメインの結晶のＸ線回折強度データも
種類の異なる波長 で、
のビームライン の放射光を用いて測定した。

　 の結晶のＸ線回折強度データは、
のビームライン の放射光を用いて、
分解能のデータを の精度で測定した。　

　また、 と ドメインの複合体結晶のＸ線回

折強度データは、 のビームライン
の放射光を用いて、 分解能のデータを

の精度で測定した。その他の測定結果の統計値を
に示した。

　 タンパク質の ドメイン単体の結晶構造は、
セレノメチオニン化したタンパク質の結晶を用いた多波長
異常分散法 で決定した。 の結晶
構造は、 の をモデル分子として用いた分
子置換法で決定した。また、 と ドメインの
複合体の結晶構造は、 （ ）の構造をサーチ
モデルとする分子置換法で決定した。その後、構造精密化
を行ったところ、 ドメイン単体、 、

と ドメインの複合体の結晶学的 値はそれ
ぞれ となった。その他の精密化の統計値
を に示した。

３．結果と考察
3.1 　GGA1 タンパク質のGAT ドメインの構造
　構造解析の結果、 の ドメインは、 本の
ヘリックスから構成されていることが明らかになった（
）。 は、 を 回転して 本のヘリックス
を上から見た図である。 末端のヘリックスは、他の 本
のヘリックスのおよそ 倍の長さを持つ。また、 末端の
残基は、電子密度が明瞭ではなく、結晶中でフレキシ

ブルな構造をとっているものと考えられる。

3.2 　GAT ドメインと類似の構造を持つタンパク質
　 の ドメインに良く似た立体構造のタンパク
質を検索したところ、 と タンパク質
の一部が ドメインと似ていることが分かった。これ
らのタンパク質は、ともに のホモログであり、ク
ラスリン被覆小胞形成に関与するタンパク質である。
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は の立体構造、 は の立体構造であ
り、緑色で示してある部分が の ドメイン
の立体構造と類似している。興味深いことに、 末

端側の青色で示してある部分は、 の ドメイ
ン と良く類似した立体構造を有している。両者
の構造を比較すると、緑色で示してある ドメインの
領域では、 の ドメインの 末のヘリックスが

や と比較して少し長いということ以外では良
く類似している。また、青色で示してある の領域で
は、 と では、 の ドメインと比較す
ると、 と が欠損していることと、 が と比較
して少し長いということ以外、良く類似している。ただし、

は、ホスファチジルイノシトール 二リン酸な
どのリン脂質を介して、膜に結合している。それに対して、

タンパク質は、 ドメインを介して、膜上に存在
している 結合型 と相互作用し、膜にリクルート
される。これらの点で、 タンパク質と のホモ
ログは、立体構造は類似しているが、膜への結合の観点か
ら見ると大きく異なっている。

3.3　４つのグループが構造解析した GGA1 タンパク質の
GAT ドメインの構造比較
　我々のグループとほぼ同時に、英国ケンブリッジ大学
のグループ、米国の のグループ及び米国オクラホマ
大学のグループは独立に の ドメインの立体構
造を決定した 。 つのグループが決定した ドメ
インの 末端側の 本のへリックス構造は非常に良く一
致しているが、 末端側は大きく異なっている。 末端側

の 本のへリックスを重ね合わせた図を に示す。ケ
ンブリッジ大学のグループ とオクラホマ大学のグルー
プ の晶系は で空間群が であり、 つの
ヘリックスから構成されているが、我々のグループ と

のグループ の晶系は で空間群が
であり、 本のヘリックスから構成されていて 末の領域
は している。我々が ドメインの 末端領域
の円二色性（ ）スペクトルを測定したところ、完全に
はフォールドしていないことが分かった。したがって溶液
中の ドメインは、 本のへリックスにフォールドし
た構造と、 末端領域がアンフォールドした構造との平衡
状態にあると考えられる。

3.4　 N-GAT ドメインと ARF1 との複合体の構造
　 と相互作用するのは のフレキシブルな 末端
領域である。 ドメインと は溶液中で安定な複合
体を形成するが（平衡解離定数は約 ）、我々が試みた
多数の結晶化条件下ではどうしても複合体の結晶は得られ
なかった。そこで と相互作用する の 末端領
域（ ）だけを発現・精製し、 と複合体を形成
させて結晶化したところ、初めて複合体の結晶を作ること
が出来た 。 と の複合体の全体構造を、

に示す。 は、 を 回転して
の 本のヘリックスを横から見た図である。また、
に結合している と は、 モデルで示
してある。 には、 の を係数とする

電子密度図 を示した。このように、 の
明瞭な電子密度を確認することができた。 ドメイン
単体では、そのフレキシブルさのために構造を決定するこ
とはできなかった 末端領域（ ）であるが、
と複合体を形成するとヘリックス ループ ヘリックスの
構造を形成し、次に述べる様に のスイッチ 領域と
スイッチ 領域と相互作用していることが明らかになっ
た。

最近の研究から
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3.5  N-GAT ドメインと ARF1 の相互作用様式
　 ドメインと との相互作用の様式をステレ
オ図に示した（ ）。相互作用に関与しているアミノ
酸残基を モデルで示した。 ドメイン
は、 本の ヘリックスを形成し、 のスイッチ１及
び 領域と相互作用している。 は相互作用してい
る面を開いて見た図である。 の ドメインは、
本の ヘリックスから形成される疎水性領域で 型
の のスイッチ と 領域を主に疎水性相互作用で

認識している。また、 の ドメインの相互作用
に関与しているアミノ酸（

）に変異を入れると、 型の と相
互作用しなくなるという報告 は、立体構造から
よく説明できる。

3.6　 他の ARF 結合タンパク質 / ARF 複合体との構造比較
　 結合タンパク質と との複合体については、こ
れまで と について立体構造が決
定されている。 は の 加水分解活性を促
進する であり、 は

を と交換し、 型の を作り出す
である。 と の

相互作用様式は、これらのいずれとも異なっている（
）。また、 と が 結合型 に対して
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競合し合うという生化学データ も、 と
がともに のスイッチ 領域に結合するという立体構
造から説明できる。

3.7 　GAT ドメイン全体と ARF の結合モデル
ドメイン単独の構造と 複合体中の
とで共通する 残基の部分を重ね合わせた

モデルと、今までに得られた知見をまとめたものが
である。重ね合わせモデルでは、 と結合した ド
メインは４本のヘリックスからなる。これはケンブリッ
ジ大学のグループ とオクラホマ大学のグループ の

ドメインの構造と類似する。フレキシブルな の
末端領域は、 と結合することによってヘリックス
ループ ヘリックス構造として安定化されると考えられる。

４. まとめ
　我々は、 の ドメイン単体および、 ドメ
インの 末端領域（ ）と との複合体のＸ線結
晶構造を決定した。その結果、 ドメインの 末端側
は 本の ヘリックスの束から成っていた。一方
はフレキシブルな構造で、 と結合することによって
ヘリックス ループ ヘリックス構造として安定化される
ことが分かった。 は、 のスイッチ および
領域と疎水性相互作用で結合していた。
　クラスリン被覆小胞の制御タンパク質としては、近年
になって見いだされた タンパク質の他に以前から研

究されていた 複合体が知られている。 複合体はそ
の名の通り、 つのサブユニットからなる巨大分子であ
るのに対し、 タンパク質はそれ単体でクラスリン・
・輸送タンパク質との結合を行い、細胞内輸送を制御

する（ ）。我々はこれまでで のドメインごとの
構造機能解析をほぼ終了した。 のドメインの間は長

最近の研究から
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第 21回　ＰＦシンポジウムのお知らせ

PF シンポジウム実行委員長　　加藤龍一（KEK・PF）

　 月 日に第 回 シンポジウムの第 回実行委員
会が開かれ、今年度の シンポジウムは 年 月
日（水）－ 日（木）の 日間に に於いて行われる
ことが決まりました。昨年度、一昨年度と引き続き、年度
末の開催となりますが、できるだけ多くの方に参加頂けれ
ばと考えています。かなり先ですが、 が内外の状況変
化に対応してより良いあり方を議論している現在、多くの
方に参加して頂くことが重要と思いますので、皆様の予定
表に加えて頂けますようお願い致します。具体的な内容に
ついては、次回の委員会（ 月頃を予定）から議論が始
まりますので、企画や招待講演についてご意見やご希望の
ある方は下記の実行委員までご連絡下さい。

第 回 シンポジウム　実行委員（敬称略）
井田　隆（名古屋工大）、　岩住俊明（ ）、　小野寛太（ ）、
◎加藤龍一（ ）、　桜井　浩（群馬大）、　○佐藤　衛（横
浜市大）、　鈴木　守（ ）、　田中雅彦（ ）、原田健太郎
（ ）、　平木雅彦（ ）、　百生　敦（東大）
（◎委員長、○副委員長）

ＰＦ研究会
「ナノテクノロジーと高分解能電子分光」の

お知らせ

東京大学大学院工学系研究科　尾嶋正治
物質科学第一研究系　小野寛太

　ナノテクノロジーの急速な発展は物質科学に大きなイン
パクトを与えています。カーボンナノチューブやカーボン
ナノホーン、半導体量子ドット、磁性ナノ構造、超分子、

以下テクノロジーノードでの 用新材料、など新
しいナノ構造物質が数多く見出され、その応用が期待され
ています。しかし、ナノだからこそ出現する新しい機能が
どのような電子状態の変化によってもたらされたか、その
電子状態がナノ構造とどのように関係あるか、などについ
ては未だ不明な点が多いのが現状です。我々は、これらの
ナノ構造や表面・界面の電子状態を解明するには、高輝度
アンジュレータ放射光を用いた高分解能電子分光が最適で
あると考えています。
　そこで本研究会では、高分解能電子分光によってナノ
領域の物質科学においてどのような研究が可能になるか、
またナノテクノロジー側から見るとどのような研究のニ

ーズがあるのか、新しく計画されている ビームライ
ンはフラックスと分解能をどの程度両立出来るのか、な
どについて、議論していきたいと考えております。今回
は、量子ナノ分光、固体分光Ⅰ、Ⅱ、表面化学の ユー
ザーグループの利用者（物理、化学、電気など）が集まる
とともに、ナノテクノロジー側から産業界の研究者に講演
して頂き、ナノテクノロジー研究者、放射光利用研究者、

側という三者が集まって、新しいナノ研究
の展望について真剣な議論を行いたいと考えています。電
子分光としては、光電子分光、 、 、 など
を主な対象としており、現在検討されている新ビームラ
イン（ 分解能１万で 、可変偏光）につい
ても議論を行います。是非、多くの方々のご参加をお願い
いたします。詳細が決まりましたら順次 ホームページ
（ の「 研究会・セミナー」に掲載い
たしますので、ご参照下さい。

開催日：平成 年 月 ， 日（金、土）
場所：高エネルギー加速器研究機構４号館セミナーホール
（予定）
提案代表者：尾嶋正治、小野寛太、藤森淳、高桑雄二、近
藤寛

PF-AR  NW12 講習会報告
物質科学第二研究系　松垣直宏

　 月からの構造生物学ビームライン の共同利用開
始に伴い、 の性能をより多くの方々に知っていただ
くため、製薬企業をはじめとする構造解析関係者を対象に、
テスト実験を含めた 講習会を 月 日に開催いた
しました。
　 北西実験棟でビームラインの簡単な使用説明の
後、最初のテスト実験を例に、実際に実験を行うところを
見るという形で、ビームライン の性能を体感して
頂きました。 時間半程で講習会は終了し、参加者の持ち

講習会の様子
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込んだ結晶を用いたテスト実験が引き続き行われました。
約 時間の間に、 ユーザーグループあたり約 時間、
計 ユーザーグループによる実験が の高速測定の
特徴を生かして次々と実行され、 つの データセッ
トを含む、延べ 以上のデータセットが得られる結果と
なりました。

　講習会参加者：
　　大学、理研、 、農水省研究所、新聞社、製薬会社、
　　等から 名
　テスト実験参加者：
　　企業
　　味の素（株）、三共（株）、日本たばこ産業（株）、
　　万有製薬（株）、藤沢薬品工業（株）

　　国研
　　理化学研究所ゲノム科学総合研究センター

　　大学
　　東京農業大学、横浜市立大学

平成15年度「KEK・総研大夏期実習」の報告

物質科学第二研究系　加藤龍一

　標記の夏期実習が 月 日から 日の 日間、
にて開催されました。この夏期実習は、 で実施して
いる大学院教育を広く周知するとともに、加速器科学およ
び関連研究分野への関心を高めることを目的として開催さ
れています。具体的には、 と総合研究大学院大学に
おける素粒子原子核専攻、物質構造科学専攻、および加速
器科学専攻の各コースが共催して、大学院修士課程、学部
課程高学年学生を中心に社会人までも対象として、各専攻
の教育・研究内容の一部を実体験して頂けるよう企画して
います。例年は 月に開催されることが多いのですが、本
年度は運転スケジュール等の関係で、昨年度に引き続き
この時期に開催されました。本年度の参加者数は 名で、
昨年度の約 倍の実習生でキャンパスがにぎわいました。
内訳は、学部 年生が 名、学部 年生が 名、修士
年生が 名、修士 年生が 名、博士後期課程 年生が
名、博士後期課程 年生が 名、博士後期課程 年生が 名、
社会人が 名でした。
　第 日目に、放射線安全講習会、ガイダンス、共通講義

真剣に実習に取り組む参加者

ビームライン全景

実験ハッチ内
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などが行われました。講義は、
　○「ニュートリノの話」
　○「放射光Ｘ線を用いたタンパク質の構造・機能解析と
　　　構造ゲノム科学」
　○「素粒子・宇宙物理実験を支える超伝導・極低温先端
　　　技術」
の つが行われました。その後、各テーマ毎に説明会が持
たれました。
　第 日目は、各専攻で実習がテーマ毎に行われました。
：素粒子原子核実習、 ：物質構造科学実習、 ：加速器科
学実習で、物質構造科学実習のテーマは、以下の コー
スでした。
　 　放射線損傷誘発の重金属による増感
　 　光電子分光による半導体材料の解析
　 　タンパク質結晶構造解析入門
　 　 粉末回折法を極める：放射光Ｘ線と加速器中性子

を用いて物質を見る
　 　蛍光Ｘ線スペクトル測定
　 　 放射光蓄積リングでのビームサイズの測

定
　 　ラウエ法による結晶組織の観察
　 　物性理論計算機シミュレーション
　 　 （ミュオンスピン回転）法による物性研究
　 中性子非弾性散乱による水素のハーモニックポテ

ンシャルの直接観測
　第 日目は、実習の続きとテーマによっては報告会など
が行われ、午後は全体で 班に分かれて の各研究施
設を見学しました。昨年度のアンケートによる反省を元に、
今年度は新築なった 北西棟を見学コースに加えて
見学箇所と班数を増やし、班あたりの人数を減らすことと
カ所あたりの見学時間に余裕を持たせることを試みまし
た。
　共通講義は、今年度初めての試みとして、参加者に つ
の講義のどれかを選んで頂く方式としました。これは昨年
度までのアンケートによる反省で、参加者の興味とバック
グラウンドのスペクトルが非常に広く、共通講義が理解で
きない（昨年度 %）、内容に不満（昨年度 %）という
声への対応と、実際の実習テーマに割ける時間をできるだ
け多くしたいという参加者実施者双方の要望への対応とし
て導入されました。実施後の参加者のアンケートによると、
講義自体に興味が持てないという意見はなく、理解できな
い（ %）、内容に不満（ %）、とも大きく減少し、この
試みによって大きく改善されたと考えられます。
　実習については、実施後の参加者のアンケートの集計に
よると、理解度、進め方、時間について、 ％以上の人が
満足し適切であったと回答しました。放射光関連の実習テ
ーマについての具体的な感想・意見では、担当して頂いた
方の丁寧な説明に感謝する声が多く寄せられる一方、もう
少し実際に自分で測定装置を触ってみたかったという希望
も有りました。物質構造科学実習では今年度初めての試み
として、測定装置を用いない計算シミュレーション（ ）

をテーマとして設定しましたが、 名の参加者があり積極
的に実習を行っていたとのことで、世話人としてはホッと
致しました。また、 つの研究施設を持つ物構研の特性を
生かす実習として、放射光と中性子の両方を用いたテーマ
（ ）も新たな試みとして設定され、多くの実習生の興味
をひいていました。
　施設見学については、 %の人が時間は適切で、 %の
人が内容に満足であるとアンケートに回答しました。具体
的な感想・意見でも面白かったとの意見が多く寄せられて
いました。一方、 班の人数が多すぎるとの声もあり、今
年度は班数を多くしましたが参加者も多かったため、結局
この点についての改善は現状維持となってしまい、来年度
以降検討すべき点の つと思われます。
　今年度は、運転スケジュール等の関係で学生の方々には
参加しにくい学期の途中の開催となってしまいましたが、
それにもかかわらず多くの参加者を迎えることができ、ま
た、参加者の方の反応も概ね好評であったようです。来年
度も夏期実習は開催される予定です。本年度の経験に基づ
いて、さらに魅力ある講義・実習を企画しますので、是非
多くの参加者が集まることを期待しております。また、こ
れをお読みになった大学の教員の方は、是非学生の皆さん
に勧めて頂ければ幸いです。
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受賞紹介

並河一道教授 ( 東京学芸大学 ) が
コンプトン賞を受賞

　 年のコンプト
ン賞を並河一道教授
（東京学芸大学）が受
賞されました。
年のコンプトン賞を
受賞されたのは、並
河 先 生 の 他、
（ ） の 　

氏、
氏、 氏
の 名で、その受賞

理由は、各氏の顔ぶれをみて判りますように、「Ｘ線共
鳴磁気散乱現象の先駆的な理論及び実験的研究」であり、

～ 年における各氏の先駆的な御仕事に対するもの
です。並河先生の受賞対象となりました研究成果は、後で
詳述しますが、 年に の 実験ステーション
で行われた「共鳴磁気散乱現象の発見」です。
　コンプトン賞とは、 のユーザーミーテングにおいて、
放射光分野における過去の優れた貢献をユーザーミーテイ
ングが開催される ヶ月前から推薦を受け付け、それをも
とに決定されています。必ずしも毎年受賞者が決定されて
いるものではなく、過去の受賞者を見ますと、 年に

氏と 氏がハイブリッドアンジュレ
ーターの開発研究で、 年に 氏と

氏がＸ線散乱現象の理論と実験に関する貢献
で、 年に 氏、 氏、

氏そして 氏が液体窒素冷却のＸ線光学素
子技術開発研究で、 年に 氏が
表面散乱の一般理論の研究で、そして 年に

氏が 法の開発研究で受賞されておられ
ます。これからも判りますように、放射光科学の分野で特
筆すべき成果 貢献をされた方々がコンプトン賞を受賞さ
れており、日本人研究者として初めて並河先生が受賞され
ました事は喜ばしい限りです。
　冒頭に述べましたように、 年のコンプトン賞の受
賞理由は「Ｘ線共鳴磁気散乱現象の先駆的な理論及び実験
的研究」ですが、並河先生の御仕事は、その先駆的な実験
的研究であり、正に世界で初めてこの現象を実験的に発見
したことです［ ］。当時、
共鳴磁気散乱現象はまだ認知されておらず、非共鳴Ｘ線磁
気散乱の応用研究が で行われはじめておりました。
非共鳴磁気散乱強度は電荷散乱強度の 桁ほど小さなもの

で、実験的な工夫がかなり必要ですが、Ｘ線の持つ高いｋ
空間分解能により、明らかに中性子による磁気散乱では得
難い新しい知見を得始めておりました。一方、今回受賞さ
れている 氏は 線磁気散乱の理論的論文［

］の中で、非共鳴Ｘ線磁気
散乱だけではなく、試料物質のＸ線吸収端近傍で共鳴磁
気散乱現象が生ずる可能性を指摘していました。並河先
生はちょうど稼動し始めた初期の リングでＸ線磁気散
乱の実験を行なわれました。当時は専用装置もなく、Ｘ線
トポグラフィーの 軸のゴニオメーターを用いて実験は行
われました。そして、並河先生は、ニッケル金属単結晶か
らのＸ線磁気散乱をニッケルの 吸収端近傍のＸ線エネ
ルギーを変化させて測定した結果、従来考えられている一
般の非共鳴磁気散乱だけでは説明する事が出来ない共鳴現
象［共鳴Ｘ線磁気散乱］を非常に明瞭に捕らえる事に成功
されました。その後、希土類磁性体では、非常に大きなＸ
線共鳴磁気散乱現象が 氏や 氏
によって観測され［例えば ］、
その大きな強度の増幅効果を利用して、磁性体の電子状態
の研究や磁気構造の研究が中性子磁気散乱と全く同様に、
もしくはそれ以上にＸ線を用いて行われるようになる素地
を築くものとなっております。
　並河先生が達成されました成果の一つである、「Ｘ線吸
収端の所で物事を見ていこう」という実験的な姿勢は、そ
の後日本の放射光利用研究の中に根付いていると思われま
す。例えば、同じく リングで村上洋一現東北大教授に
よって世界に先駆けて行われた「Ｘ線共鳴散乱による電荷
秩序と軌道秩序の観測」の研究成果も、並河先生が築かれ
た素地があったからこそ達成されたものです。先生は現在、
Ｘ線の干渉性を利用した先駆的なＸ線散乱実験を精力的に
進められていると拝察しております。今後の先生の一層の
ご活躍を御祈りすると同時に、第 、第 の日本人研究者
のコンプトン賞の受賞者が現れますように期待する次第で
す。　　　　　　　　　　　　　　（ ・ 　河田　洋）

MAX-lab および SLS を訪ねて
物質科学第一研究系　野村昌治

のエクスカーションとして 大学の
を、会議後 を訪問したの

で将来計画の参考となることを期待して簡単な報告を行
う。

MAX-lab
　 、 、周長 の Ⅱとブースターと
しても使われる 、 の とから構成
されている。 では偏向電磁石光源のビームライン
（ ）が 本、アンジュレーター光源のものが 本、
Ⅱでは偏向電磁石光源の 本、アンジュレーター 台、
ステーション、マルチポールウィグラー（ ）が

ユーザーとスタッフの広場
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本稼働しており、 を使う結晶構造解析、粉末回折
法のラインと偏向電磁石の時分割回折用 以外は所謂

・ 領域の放射光を使っている。合計しても ス
テーションと比較的小型の施設である。
　しかしながら、 によるとユーザー数は
人、年間の報文は 報に上っており、高いアクティビテ
ィを示している。人口 万人弱のスウェーデンででこれ
だけのアクティビティがあることは称賛に値しよう＊。一
つのキーは実験装置を入れ替えることなくほぼ固定して使
用しているようで、偏向電磁石光源の でもリフォ
ーカシングミラーを入れて と をタンデムに配
置していた。
現在は を光源とする ・ 線回折用のライ

ンとタンパク質構造解析用のラインが立ち上げ中である。
・回折用 は巨大なハッチの中に両装置がタンデ

ムに配置されていた。一方、タンパク用のラインでは 本
のブランチにビームを分割し、市販の 線回折実験装置
並みの小型のハッチであった（図 。
現 在、 を Ⅲ（ 、 、 周 長
へ置き換える作業が進行している。将来計画として

は と の と蓄積リングを組み合わせ
た案と と の蓄積リングの案があるようで、

と呼ばれている。

＊ 単純な人口比 倍）で計算すると、日本では 人のユー
ザーがいて、 報の報文が出ることに相当する。

SLS
はチューリッヒ郊外にある 年末に初めてビー

ムが回った世界で一番新しい放射光源である [ ]。 は
の中に作られており、 、 （現状 、

周長 、エミッタンス 、直線部は × 、
× 、 × の 箇所と典型的な中規模第三世代光

源である。直線部の内入射、 キャビティで合計三箇所
を使っている。 のライナック、周長 のブー
スターを使って常時 入射している。ビームライン
は現状では 本で、全て挿入光源を用いている。
　正確な数字は得られなかったが、建設費は （
～ 円として 億円）。内訳は概算で

ビームライン、挿入光源（ 本分）
加速器（含入射器、ブースター）
建屋
インフラ（含ハッチ）

日本の常識の約半額であるので理由を尋ねたが、「建屋を
年耐用で作った以外はヨーロッパの標準的なもの」、「マ

ンパワーも限られているので開発を最少限に抑え、業者の
力を利用した」とのこと。写真で知られているように白い
（写真よりは薄汚れた印象ではあったが）ドーナツ状の丸
い建屋である（外径 、内径 、高さ ）。氷河
期の の砂礫層 の上に建てられており、 本
の柱以外の外壁・屋根は木製。中心部は空間でドーナツ状
になっており、内から外へ順に 階建てのオフィス、加速
器電源等の空間、リングトンネル、実験ホール、空調吹き
出し、外壁となっている（図 。
加速器は要所以外は軽薄短小という印象。光軸高さは
だがリングトンネル高は で、通路も狭く、場所

によっては の上に殆ど余裕がない 図 ）。リング内作
業はビームライン基幹部を含めトンネルの蓋を外して行っ
ており、リング内にクレーンはない。
地盤の振動について、建設前の 年の測定では
あったが、建設後のリングトンネル内では
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であったとのこと。ガーダーの設計が良いため、低周
波の振動を拡大していない。鉛直方向、水平方向それぞ
れ Hz、併せて Hzでフィードバックを掛けている。

Hz 対応の高速フィードバックを準備中。日本の場合、
地盤条件は格段に悪いので、一層高度な技術が必要であろ
う。

既に G 、 で 運転をしている。電流に
して の振幅、周期にして約 分毎に入射している。
入射中および直後の 程度はビームが水平方向に
程度動くが、鉛直方向には影響していない。G T 信号を
掛ける用意もしたが、ユーザーから要望がなく、使用して
いないとのこと。T 運転で熱負荷が一定となるため、
ビームラインの光モニターで見て一年間を通し <
～ 。これは より一桁良い。電流値を変えると動
くが、電流値を戻すとビームも元に戻る。

年間を通して運転しており、年末年始以外は長期停
止はない。月に 週間程度保守があり、真空を破らな
い挿入光源の設置等はここで行う。週に１日、

の日があり、優先権は日
によって異なっている。

現在は 、 、
、

の４本のビームラインが稼働している。
いずれも 光源。 ではトモグラフィーの他、粉末回
折用に のシリコンマイクロストリップ検出器が
動いており、短時間でのデータ収集を行っている。 、

では光電子分光、 、軟 線回折等が稼働してい
る。各ビームライン毎にコントロールハッチや試料準備用
のハッチ（木製）が作られている。

低エネルギー ～ 、高エネルギー 、
企業用の蛋白構造解析の 本のビームラインを建設中。低
エネルギー はフランスとの共同でビームラインを
作る。 稼働時は持って行きそうな感じ。分光器の前
に横振りのダブルミラーを置いて高次光（熱負荷 ?）を抑
制する。

企業用 では予算は企業が出し、建設、保守、支援は
が実施するとのこと。

リングの電子エネルギーを G から G に上
げる事を計画している。また偏向電磁石に常伝導 T の
" "を入れて、偏向電磁石からのＸ線も使うこと
を進めている。 と協力して短バンチＸ線の利用を進
めている。この光は ラインに導く。

　両施設とも に詳しい情報が出ているので、関心の
ある方は参照して頂きたい。

参考文献
[ ]　

Visiting the Advanced Light Source
SPS Postdoctoral researcher 　James Sullivan (KEK・PF)
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XAFS12 報告
千葉大学　電子光情報基盤技術研究センター

永松伸一

年 月 日から 日の会期で が
南部の海に面した都市 oで行われました。ここは

のコペンハーゲンと近く、数年前にできたとい
う海を越える橋があり、 分もかからずに電車で
側へ行くことができます。 では 月 日が夏至の
日です。日の出は日本より少し早く４時には明るくなり
ます。日の入りは 時 分頃で 時ぐらいまで明るい
ままです。 月 日の日曜日にレジストレーションで鞄
を受け取ると中身は参加者名簿と要旨集と名札のカードで
した。前回、赤穂で行われた にも参加していた
のでなんとなく雰囲気はわかっていたのですが、参加者名
簿によると約 人の参加登録者がおり、また q の
際にも話題になったのですが日本人が多い国際会議になり
ました。参加登録の後 晩御飯 を期待して
いたのですが何事もなく は後日という事実を確認し
てホテルに戻ることになりました。会議は は 件
で招待講演は 件、うち に 件と招待講演には
件の日本人研究者が含まれていました。
会場であったコンサートホールに つの部屋が用意し

てあり H がメイン会場で一番大きく 階には
H Y H と名前がついた会場がありました。特徴
としては H は大ホールで二階に入り口があり大き
くて密度が少なく快適なのですが質問が良く聞こえないと
いう欠点がありました。 H は本当に調度が赤くなっ
ていて大きさとしては から 人が収容できる四角い講
義室のような感じです。Y H は扇形のような部屋
でした。入り口がひとつしかなく奥に入りにくいのですが、

人ぐらいの規模ならスクリーンも見やすく丁度良い
ぐらいの大きさだと思います。こちらは特に黄色くありま

せんでした。また には コーナーが設置されて
いました。キーボードはご当地仕様でウムラウトやÅが並
んでいる上さらに記号の配置が違うなど異国情緒のあふれ
るものでした。またこの階には無線 が設置されてい
て自由に使えるようになっておりノートパソコン持参の方
が利用していました。
講演の初日である月曜日は つの で始まりまし

た。 大の 先生の講演の後コーヒーブレイク
をはさんで東大の岩澤先生による時間分解 などに
ついての講演と、 大の 先生による H
先生の追悼講演でした。 の学会でしかも に
近いということで H 先生にお会いする機会があるので
はないかと期待していたので非常に残念でした。現在でも
H q や 分極も考慮した H ポ
テンシャルは局所密度近似で広く使われています。H
先生の追悼の意もあってか今回の会議では理論の分野では
G 近似に触れる方が多くいました。
また、火曜日と水曜日にナイトセッションとして

のプログラム製作者たちを集めて が開か
れました。あまりフォーマルな感じではなく自分のプログ
ラムの宣伝をしていました。水曜日にはその方たちを集め
てのパネルディスカッションが行われました。何が原因で
計算による解析を困難にしているかなど論題は用意されて
いたのですがそちらよりも会場から出たユーザーの立場か
らの様々な意見についての討論が主になりました。
今回の会議で目立った話題としては全体的に見ると時

間分解測定について、理論の分野では 計算を
挙げることができると思います。どちらも新しい話題とい
うわけではありませんが方向性が見えてきて成熟した議論
ができるようになったということではないかと思います。

によるスペクトルの計算は、やっと計算でき
るようになり、いくつか理想的な系で計算したものと実験
結果を比較したという段階のようです。

は火、水、木曜日に行われました。また
国際会議のため仕方ないのですがキャンセルの方が多か
った様子で の変更や の貼られていない場所
なども見受けられました。何名かの方には直前の週に

をしてほしいという連絡があって大変だった
とも伺っています。
　木曜日には O と のあとで の見学
会と
が行われました。会場からバスが出ました。 は

大学構内にあり一階建ての倉庫のようなつくりで特
に目立つ建物ではありませんでした。中に入ると木造！？
と思ってしまうほど木製の部分が多くログハウスのような
部屋の中に管理用の機器が設置されています（図 ）。ま
た天井にはアートがつるされているなど不安になるほど開
放的で快適そうなデザインでした。そこで与えられる地図
を元に迷いながら 分ほど歩くと、 q 会場のひと
つであるK にたどり着きました。名前のチェックが
行われてしばらくそこで待たされました。中には待ちきれ

:

ユーザーとスタッフの広場
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図１　 内の様子

ず、もしくは勘違いしてそこのレストランでビールを注文
して飲み始める人もかなりいました。そこから近くの広場
に移動すると前菜とビールやウォッカなどの飲み物が用意
されており、そこに民族衣装を着た団体が入ってきてフォ
ークダンスのような踊りを披露するという出し物がありま
した。本会場は 大学本部が正面に見える石作りの建
物で、そこでメインディッシュが振舞われました。その会
費と内容については、参加された方に直接伺ってください。
おそらくどなたからも同じ感想を聞くことができるのでは
ないかと思います。しばらくすると参加者の有志を交えて
のダンスが始まり大いに盛り上がりました。 q は、
ようやく日も沈んで暗くなる 時近くまで続きました。
翌日が最終日で大きな荷物を持ち歩いてる方も多くい

らっしゃいました。講演は午前中で終了し午後からは閉会
式で 時間ほどで終了しました。次回は 年にアメ
リカの で行われることになります。
今回は日照時間が長く夜遅くまで行事があったためか、

忙しい学会でした。

ICESS-9 参加報告
物質科学第一研究系　足立純一

　 年 月 日から 月 日に、スウェーデン
にて行われた第 回

[ ] に参加し
たことを報告いたします。
　 は数年おきに開催されており、今回が 回目です。
電子分光に関わる研究を主題として始まり、前回より会議
で対象とする主題の範囲を拡げ、走査型電子顕微鏡や電子
だけでなく放射光による分光なども対象としています。詳
細についてはホームページ [ ]を見ていただいたほうが
よいでしょう。私自身は今回が初めての参加でした。
からは私の他に、富田氏、山崎氏、彦坂氏が参加されてい
ました。また、初日の登録参加者は 名だとの報告があ

りました（図 参照）。
　会議の進行は、それぞれの日に が 件づつ
あり、その後 つの会場に別れ招待講演と口頭発表が行わ
れ、その後にポスター発表がロビーで行われるという形式
で進められました。進行に関する つの例外は、初日の最
初に 年ノーベル物理学賞受賞者である K

教授の講演があったこと、 日目の午後には H
が設けられ、 大学における高分解能Ｘ線

光電子分光（
）の発展の歴史に関わるいくつかの講演があったこ

とでした。
　 に関わる特別講演は、 大学の自負と歴史
を感じさせるものでした。しかし、その歴史に関心がない
わたしにとっては、興味がもてる話はあまりありませんで
した。
　発表された内容に関して、 が

誌の分冊とし
て発行される予定です。詳細な発表内容については、

誌をご覧ください。
　ここでは、私にとって印象的であった つの研究発表を
紹介いたします。 つは、 氏により発表され
た高度な制御技術を駆使した角度分解光電子分光による研
究です。ジョイスティックで操作される 軸ゴニオメータ
とイメージ検出器を備えた高分解能の光電子分析器との組
み合わせにより、固体のバンド構造測定を非常に高い効率
で行うことができていることが示されていました。その実
験ステーションを と名付けてい
ました。高分解能の角度分解光電子スペクトルが、実時間
で処理してバンド構造が得られていました。そして、ジョ
イスティックで試料の配向を変化させると、映し出される
バンド構造にそれが実時間で反映されていました。

（ ） （ ） （ ） （
）
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上で地図をスクロールさせたかの様に滑らかに変化するデ
モンストレーションには、ただ驚かされるばかりでした。
このような装置であれば、ビームライン 本分の予算を注
ぎ込んだとしても、充分それに見合う成果が得られるので
はと思いました。もう つは、 氏による
強光子場レーザを利用した内殻ダイナミクスに関する研究
です。レーザ強光子場による高調波発生は、 を超
える光が得られています。 領域の光とレーザの極短
パルス時間特性 秒領域 を利用した実験成果に関す
る発表でした。そのような実験がすでに実現しており、内
殻寿命を時間領域の描像で得ることができた成果について
は知っていました。周波数領域での情報以上のものが得ら
れていなかったので、これまで私はあまり関心を払ってい
ませんでした。今回の発表では、放出される光電子が、レ
ーザそのものの電場により揺さぶられる現象を、ある種の
ストリークカメラと見なすことができることを示していま
した。光電子と強光子場の相互作用とレーザ電場の
秒スケールでの時間変化を活用しており、非常に興味深い
ものでした。 領域の光を用いた研究は、放射光がほ
ぼ独占していた状況が続いてきましたが、今後はレーザ高
調波と放射光を使い分け、あるいはよいところを組み合わ
せて研究を行う必要があることを再確認させられました。
　また、ポスター賞の選考が行われました。はっきりと思
い出せず、間違っている可能性がありますが、選ばれたの
は o o 氏の発表でした。図 にそのポスターを
示しています。他に K 氏とH Y 氏のポスタ
ーも最終選考にノミネートされ、私の目にはどれも甲乙つ
け難いものに映りました。
　次回は 年にブラジルで行われることが決まりまし
た。決定を受けて、 氏から
に関するプランが示されました。" ç の滝 " 近くの国
際会議場で行うことを予定しており、 日は滝見物の周遊
旅行を準備する予定だと話していました。

[ ]
[ ]

構造物性グループミーティング報告
物質科学第二研究系  澤 　博

東北学院大学川内キャンパスで開催された物理学会に
あわせて， 構造物性グループミーティングを実施した。
約 名が集まって以下の内容の報告・議論が行ったので
報告する。
　　　日時 月 日（日） ： ～
　　　場所 奥州仙台七福牛たんの・一仙

（１） ・ 、 、 、 、 の各ステーションの
報告
　 ；今期は修理依頼が必要な大きな事故は無かった。

制御システムが利用可能になった。
　 ； を したときビーム強度が不安

定化との指摘があった。 した状態では問題な
かった。光学調整をモノクロ半割から行う予定。
； 型課題を二件継続中である。実験室用Ｘ線源が搬
出したのでハッチ内が広々とした。この線源は陽
子ビーム棟の基礎物性実験室で小型四軸と組み合
わせて立ち上げ中。

◎各ビームラインにトラブルノートを設置済み．問題があ
る場合には記録すること。

◎ 年度の に登録された論文数は、 本
（ ）、 本（ ）、 本（ ）と少ない。論文が出さ
れたら の登録をしてほしい。

（２） の現状と来期の計画について
；来期から 型課題の枠内で実験が可能になる。

　 ；東工大グループが装置を持ち込んで実験する予定。
H のゴニオメータが利用可能な時間は大幅に削
られる可能性が有る。

（３） だより
　一般ユーザーに対する旅費配分がなくなった。共同利用
のあり方について議論した．産学協同に関して、触媒関連
の研究成果が反響を呼んでいると報告があった。
・ の現状報告。ウラン吸収端における測定も視野
にいれた 。巨大な回折計の写真の披露。

・ －高圧（ G ）高磁場（ T）での実験（
を含む）が可能になった（磁性材料グループ）。 ，
， のスピン、軌道状態の高圧下での変化を測定した。

（４）今後の構造物性グループの活動について 自由討論）
　 に向けて、TO による磁気励起の実験的研究の
課題の申し込みを募集する。
（５）トピックスについてのサイエンティフィックな議論
（田崎）
　遷移金属を含む分子性伝導体の電荷秩序を放射光共鳴散
乱と 回折計を用いて研究した結果を報告した。

::

PF懇談会だより
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放射光共同利用実験審査委員会速報

実験企画調整担当　小林　克己（KEK・PF）
宇佐美徳子（KEK・PF）

　 年 月 日、 日に放射光共同利用実験審査委員
会が開かれました。審議の結果、以下のような実験課題が
採択されました。

１．Ｇ型、Ｐ型の審査結果
　今年 月 日に締め切られた平成１ 年度後期のＧ型、
Ｐ型の共同利用実験課題申請にはＧ型 件、Ｐ型 件の
応募があり、Ｇ型 件、Ｐ型 件、計 件の課題が採
択されました。このうち、条件付きとなったものは 件で
した。採択課題名および申請課題に対する評価の分布は別
表を参考にして下さい。
不採択になった課題の中には、過去に不採択になった

理由を伝えたにもかかわらず、それが十分に改善されてい
ないまま申請されている、というものがありました。
　前回の から生命科学 の分科では結晶化試料が得
られていなくてもその見通しがたっていれば採択するとい
う方針で審査が行われましたが、今回は他の分科でも同様
の議論が行われたのをうけて、実験課題審査部会全体会議
でも試料の準備状況に関する議論が行われ、課題の有効期
間内に試料が得られると判断できる場合には採択するとい
う意見で一致しました。

２．PF研究会
　 年度後期に開催される 研究会として以下の 件が
採択されました。
「Ｘ線小角散乱研究の発展に向けて－現状と展望－」
　提案代表者：若林克三（阪大）、猪子洋二（阪大）、
　　　　　　　高橋　浩（群馬大）
　開催予定時期：平成 年 月ないし 月
「ナノテクノロジーと高分解能電子分光」
　提案代表者：小野寛太（物構研）
　開催予定：平成 年 月 日、 日
「PF軟Ｘ線結晶分光領域の光を用いた研究の展開」
　提案代表者：朝倉清高（北大）岩住俊明（物構研）、
　　　　　　　近藤　寛（東大）、島田広道（産総研）
　開催予定時期：平成 年 月
「放射光核共鳴散乱研究の展開」
　提案代表者：瀬戸　誠（京大）
　開催予定時期：平成 年 月
「光励起状態の物質構造と電子状態研究の展開」
　提案代表者：河田　洋（物構研）
　開催予定時期：平成 年 月ないし 月

３．その他
　来年度から再開予定の低速陽電子施設の共同利用申請も
この審査委員会で審査されることが確認されました。
　また、 出版物データベースへの登録をうながすため
に、 申請書の第 項目に出版データベースの登録番
号を記入するように明示したことが報告されました。

第９回放射光共同利用実験審査委員会
研究計画検討部会議事メモ

日時：平成 年 月 日（木） ： ～ ：
場所：高エネルギー加速器研究機構　 号館 階輪講室１
出席：雨宮、飯田（部会長）、柿崎、河田、小林、佐々木、
野村、藤森、松下、松原、宮原、三木、村上、柳下、若槻、
若林
議事
１） ビームライン（ ）の改造について
　野村主幹より、 改造の背景について、当該ステー
ションの研究動向および高分解能角度分解光電子分光の新
しい動向について説明があった。小野助教授（ ）より、
席上配布資料に基づき「高スループット・高分解能バンド
マッピングによるナノ材料の高速評価－ アンジュ
レータ専用化と高分解能角度分解光電子分光」についての
説明があった。提案されているビームラインの性能のほか、
既存の の研究活動の評価、提案されている研究の
目的の評価などについて質疑応答が行われた。審議の結果、
提案は承認された。また今後の研究会などを通して関係す
るユーザーの意見を取り入れ、よりよい計画とすることを
推奨することとした。
２） ビームラインのカテゴリー分けについて
　野村主幹より配布資料に基づき、「ビームラインのカテ
ゴリー分け」について、背景、目的、カテゴリーの判断基
準および、既に作業が終了したビームラインについての説
明が行われた。各ステーションデータの内容や「カテゴリ
ー」の意味についての質疑応答が行われた。ユーザーの意
見も参考にして、今後も作業を進めていくこととなった。
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放射光共同利用実験審査委員会実験課題審査部会委員名簿
　　　　　　　

氏　名 所　　属　・　職　　名 分科

所

外

委

員

　秋本　晃一 　名古屋大学大学院工学研究科・助教授 構造物性

　朝倉　清高 　北海道大学触媒化学研究センター・教授 化学・材料

　和泉　義信 　山形大学大学院理工学研究科・教授 生命科学Ⅱ

　伊藤　正久 　群馬大学工学部・教授 電子物性

　神谷　信夫 　理化学研究所播磨研究所・主任研究員 生命科学Ⅰ

　木下　豊彦 　東京大学物性研究所・助教授 電子物性

　桜井　健次 　物質・材料研究機構材料研究所・ディレクター 化学・材料

　佐々木　聡 　東京工業大学応用セラミックス研究所・教授 構造物性

　武田　　徹 　筑波大学臨床医学系・講師 生命科学Ⅱ

　竹村　謙一 　物質・材料研究機構物質研究所・主席研究員 構造物性

　田之倉　優 　東京大学大学院農学生命科学研究科・教授 生命科学Ⅰ

　田渕　雅夫 　名古屋大学大学院工学研究科・助教授 化学・材料

　野島　修一 　東京工業大学大学院理工学研究科・助教授 化学・材料

　松原英一郎 　東北大学金属材料研究所・教授 化学・材料

　三木　邦夫 　京都大学大学院理学研究科・教授 生命科学Ⅰ

　宮原　恒昱 　東京都立大学大学院理学研究科・教授 電子物性

　村上　洋一 　東北大学大学院理学研究科・教授 構造物性

　山口　敏男 　福岡大学理学部・教授 化学・材料

　横山　利彦 　岡崎国立共同研究機構分子科学研究所・教授 化学・材料

　若林　克三 　大阪大学大学院基礎工学研究科・教授 生命科学Ⅱ

所

内

委

員

＊飯田　厚夫 　物質科学第二研究系・研究主幹 －

　伊藤　健二 　物質科学第一研究系・助教授 電子物性

　河田　　洋 　物質科学第二研究系・教授 構造物性

　小林　克己 　物質科学第二研究系・助教授 生命科学Ⅱ

＊小林　正典　 　放射光源研究系・研究主幹 －

　那須奎一郎 　物質科学第一研究系・教授 電子物性

＊野村　昌治○ 　物質科学第一研究系・研究主幹 －

＊松下　　正 　物構研・副所長 －

　若槻　壮市 　物質科学第二研究系・教授 生命科学Ⅰ

　○部会長

　任期：平成 年 月 日～平成 年 月 日＊任期：平成 年 月 日～平成 年 月 日

実験課題審査部会委員名簿（分科会別）

電子物性 構造物性 化学・材料 生命科学Ⅰ 生命科学Ⅱ

伊藤　健二 秋本　晃一 朝倉　清高 神谷　信夫 和泉　義信 飯田　厚夫

伊藤　正久 河田　　洋 桜井　健次 田之倉　優 小林　克己 小林　正典

木下　豊彦 佐々木　聡 田渕　雅夫 三木　邦夫 武田　　徹 野村　昌治

那須奎一郎 竹村　謙一 野島　修一 若槻　壮市 若林　克三 松下　　正

宮原　恒昱 村上　洋一 松原英一郎

山口　敏男

横山　利彦
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放射光共同利用実験審査委員会研究計画検討部会委員名簿
　　　　　　　

氏　名 所　　属　・　職　　名

所

外

委

員

　朝倉　清高 　北海道大学触媒化学研究センター・教授

　雨宮　慶幸 　東京大学大学院新領域創成科学研究科・教授 

　柿崎　明人 　東京大学物性研究所・教授

　佐々木　聡 　東京工業大学応用セラミックス研究所・教授

　高田　昌樹 　名古屋大学大学院工学研究科・教授

　藤森　　淳 　東京大学大学院新領域創成科学研究科・教授

　松原英一郎 　東北大学金属材料研究所・教授

　三木　邦夫 　京都大学大学院理学研究科・教授 

　宮原　恒昱 　東京都立大学大学院理学研究科・教授

　村上　洋一 　東北大学大学院理学研究科・教授

　八木　健彦 　東京大学物性研究所・教授 

　若林　克三 　大阪大学大学院基礎工学研究科・教授

所

内

委

員

＊飯田　厚夫○ 　物質科学第二研究系・研究主幹

　河田　　洋 　物質科学第二研究系・教授

　小林　克己 　物質科学第二研究系・助教授

＊小林　正典 　放射光源研究系・研究主幹

＊野村　昌治　 　物質科学第一研究系・研究主幹 

　前澤　秀樹 　放射光源研究系・教授

＊松下　　正 　物構研・副所長

　柳下　　明 　物質科学第一研究系・教授

　若槻　壮市 　物質科学第二研究系・教授

　○部会長

　任期：平成 年 月 日～平成 年 月 日

＊任期：平成 年 月 日～平成 年 月 日

放射光セミナー
題目： 核共鳴準弾性散乱を用いた鉄錯体のダイナミクス
講師：春木理恵氏（物構研、日本学術振興会特別研究員）
日時： 年 月 日（木）　 ～

題目： 　
講師： （ ）
日時： 年 月 日（木）　 ～

最新の情報はホームページ をご覧下さい。
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2003G146 7B

2003G147 Pt NO
11C, 11D,

3B, 1C

2003G148 X Ge1-xMnxTe 19B

2003G149
 in situ 

2C

2003G150
83

Kr
NE3A

2003G151
Photoabsorption cross Section measurements of CO2 and N2 in the

vacuum ultraviolet

Physics Department,

Wellesley College

Glenn

STARK
20A, 12B

2003G152
Dications and Auger processes investigated with an Auger electron-

threshold electron coincidence experiment
LURE

LABLANQUIE

Pascal
16B

2003G153 H2

3B, 20A,

16B

2003G154
(Fe, Sn, Tm)

NE3A, 14A

2003G155
Si MCD 7A, 11A,

19A

2003G156 X 19B

2003G157 Ga1-XMXN(M=Cr,Mn) X 2C, 19B, 2C

2003G158
Fe(001)

18A, 19A

2003G159 2C

2003G160 20A

2003G161 Fe-B NE3A

2003G162
Gd70Cu30 Cu

NE1A1

2003G163 NE1A1

2003G165 Fe/Tb 11D

2003G166 Ag/Ge(001) 18A

2003G167 CrB2 NE1A1

2003G168 X SrTiO3 9A, 7C, 28B

2003G169 NE1B

2003G170 2 X 11A

2003G171 NE1A1

2003G172 Al sp-d NE1A1

2003G173 20A

2003G174
XMCD characterization of thermal and radical oxidized

CoFe/Al-O/CoFe magnetic tunneling junction

Dept. of Materials

Science and Engineering,

Hanyang Univ.

Chang

Kyung

Kim

7A, 11A

2003G175 NE1A1

2003G176 NE3A

2003G177
X

RF FeBO3

NE3A

2003G178 7B

2003G179
X

14A

2003G180 X 12A

2003G181
Characterization of Ge/Si quantum dots by grazing incident X-ray

diffraction

Beijing Synchrotron

Radiation Facility

JIANG,

Xiaoming
17C

2003G182 7C

2003G183 10A, 3A

2003G184 NE5C

平成15年度後期放射光共同利用実験採択課題一覧
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2003G185 ZnS NE5C

2003G186 9C

2003G187 13A

2003G188 4B2

2003G189 10A, 1B

2003G190
3

3A, 4B2

2003G191
(Hg,Pb)(Ba,Sr)-1234

10A

2003G192 Al-Ni-Fe
1B, 4C,

16A2, 9C

2003G193 10A

2003G194 ZnO X 18C, 13A

2003G195 X 9C

2003G196
1B, 4C, 9C,

16A2

2003G197 X X 14B, 15C

2003G198
1B, 4C, 9C,

16A2

2003G199 Se
1B, 4C,

16A2, 9C

2003G200 18C, 13A

2003G201 X 3A

2003G202
n- -Taupin

NE3A

2003G203 X
NE3A,

NE5A

2003G204 X 4B2

2003G205
CuIr2S4, CuIr2Se4 X

18C

2003G206 13A, 18C

2003G207 ATS 3A, 4C

2003G208 10A

2003G209 Pd/Pt 9A

2003G210 Pt 1B

2003G211 X 15C

2003G212 X 10A, 3A

2003G213 9C, 15C

2003G214 RMnO3 1B

2003G215 4B1

2003G216 CoxTi1-xO2 3C3

2003G217 15A

2003G218
III-V X CTR

18B, 6A

2003G219
X

15A

2003G220 3A, 4B2

2003G221 4B1

2003G222
14B, NE5A,

NE3A

2003G223 X 14B, 15C

2003G224 Diffraction enhanced imaging 14B

2003G226 CO2 10C

2003G227
X

10C
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2003G228

X

- 9C,15A

2003G229

X

10C, 9C

2003G230 10B, 12C

2003G231 X 11B

2003G232 15A

2003G233
PbTiO3 Ti-O EXAFS Debye-Waller

9A

2003G234 XAFS Ni-Mn 9A, 7C

2003G235
/

15A

2003G236 15A

2003G237
LDH

15A

2003G238 RF-MBE InN XAFS 11A, 9A

2003G239
SAXS

15A

2003G240 9C, 15A

2003G241 15A

2003G242 Kr 12C

2003G244
XAFS

9A, 7C

2003G245 10C

2003G246
EXPEEM

2A

2003G247 XAFS 9A

2003G248
XAFS

9A

2003G249 Ag Ag L XANES 9A

2003G250
XAFS

10B, 9A

2003G251
Cr,Ti

XAFS
9A, 12C, 7C

2003G252 12C

2003G253 Si
7A, 11A,

27A

2003G254 27A, 27B

2003G255 9A

2003G256
XAFS

10B

2003G257
XAFS

12C

2003G258 Au 11B

2003G259 / 7A

2003G260 XANES 3 11A

2003G261 XAFS 9A

2003G262
in situ EXAFS

9A, 10B

2003G263 11A, 11B

2003G264
Ir

XAFS
10B

2003G265 11B, 7A
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2003G266
XAS

10B, 7C

2003G267
XAFS XPS Zr-Ce-X(X=Y,La,Ca,Ti)

10B, 7C,

9A, 14A,

13C

2003G268
XPS

13C

2003G269 XAFS
12C, 9A,

10B

2003G270 in-situ XAFS 12C, 10B

2003G271 3A

2003G272
XAFS XRF

4A, 12C

2003G273 12C

2003G274 Ag- XAFS 9A, 10B

2003G275 15A, 9C

2003G276 7A

2003G277 XAFS 9A

2003G278
XAFS

9A

2003G279 7A

2003G280
LiNi0.5Mn0.5O2 2C, 11A

2003G281
DSC-XRD

10C

2003G282
Li

12C, 7C

2003G285
EXAFS

27B

2003G286
Metal Complexes of Cysteine and Penicillamine using X-ray

Absorption Spectroscopy

Dept. of Chemistry,

Univ. of Calgary

Farideh

Jalilehvand
10B, 9A

2003G287
MoO3/MgO XAFS

10B

2003G289 Heck Pd XAFS 10B

2003G290 10C

2003G291 Cu Zn 9A

2003G292
10B, 12C,

9A

2003G293 15A

2003G294
PF-AR

NW2

2003G295 27A

2003G296 3B, 11A

2003G297
2,3

10B, 9A

2003G298 HfOx X Paul Fons 11A

2003G299 CuIn(Ga)Se2 CBD- EXAFS Paul Fons 12C, 9A

2003G301 X - 7C

2003G302 27A, 27B

2003G303
X

11A

2003G304 Charge Density Studies of Drug Molecules and their Metal Complexes
School of Chemistry,

University of Sydney

Jacob

Overgaard
14A

2003G305
- 6A, 18B,

NW12A

2003G306 TAF1 X NW12A, 6A

2003G307 NW12A

2003G308 NW12A, 6A

2003G309 tRNA NW12A

2003G310 6A, 18B
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2003G311
MAD phase determination and high resolution data collection of the

primosome protein-PriB

Institute of Molecular

Biology, Taiwan

Chwan

Deng Hsiao
18B, 6A

2003G312 Structural studies of human proteins that are of biological importance

Shanghai Institute of

Biochemistry and Cell

Biology

Jianping

Ding
6A, 6B, 18B

2003G313 X 18B, 6A

2003G314
-

10C

2003G315 NE5A

2003G316 X 15A

2003G317 Aspergillopepsin II 15A

2003G318 15A

2003G319 X 14C1, NE5A

2003G320 X 15B1, NE5A

2003G321

Comparative analysis of solution structure of evolutionally far distant

eucariotyc elongation factor EF1-A from rabbit liver and Dictyostelium

discoideum

A. A.

Timchenko
15A

2003G322

Solution structure and oligomeric state of human p50 NF-kB-GST and

its complexes with DNA duplexes studied by synchrotron small-angle

X-ray scattering.

A. A.

Timchenko
15A

2003G323 X 15A

2003G324 10C

2003G325 grancalcin  p65/L-plastin 15A

2003G326
X 11A, 2C,

12A

2003G327 10C

2003G328 10C

2003G329
SAXS

10C

2003G330
K

27A, 27B

2003G331
EGS

14C1

2003P006 (Ga,In)(N,As) XAFS 13C

2003P007 14B

2003P008 15A

2003P009 GaN 9A

2003P010 14C1
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平成 15年度第 1期ビームタイム配分結果一覧
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ニュース送付希望の方へ
　 ニュースでは送付申し込み登録制度を導入しており
ます。送付をご希望の方はお手数ですが、 ニュースホー
ムページ（ b c ）の登録
フォームよりお申し込み下さい。登録の有効期限は毎年年
度末（ 月末）までとさせていただきますので、次年度も
送付を希望される方は改めて登録が必要です。ホームペー
ジ上の更新フォームにてお申し込み下さい。送付先に変更
がなければ、お名前と登録番号の入力だけで更新できます。
また、更新フォームには簡単なアンケートがありますので
ご協力をお願い致します。
　今まで自動的に送付されていた過去の課題責任者並びに
課題参加者、現在有効課題に参加している方（課題責任者
のみ自動的に送付）は登録が必要ですが、下記の方々はご
登録いただかなくても自動的に ニュースが送付されま
す。

１） 懇談会会員
会員期間中は ニュースを送付します。年度末の更新手
続きは必要ありません。
２）共同利用実験課題責任者
課題の有効期間中は ニュースを送付します。複数の課
題をお持ちの場合、送付期間は自動的に最新課題の有効期
間まで更新されます（送付は 冊です）。有効課題の期間
が切れますと ニュース送付登録は消去されます。購読
の継続を希望される方は登録フォームにてご登録下さい。
３）図書館や図書室等
これまで通り寄贈いたします。
４）物構研評議員、物構研運営協議員、放射光共同利用実
験課題審査委員
委員任期中は ニュースを送付致します。
５）加速器奨励会役員・評議委員・賛助会員
これまで通り加速器奨励会事務室より送付致します。
６） にメールボックスをお持ちの方
これまで通りメールボックスに配布致します。

〒 　茨城県つくば市大穂
高エネルギー加速器研究機構

物質構造科学研究所　放射光研究施設内　
ニュース編集委員会事務局

： 　 ：
：

：

委員長 雨宮健太　東京大学大学院理学系研究科 杉山　弘　物質構造科学研究所　
副委員長 兵藤一行　物質構造科学研究所 高橋良美 物質構造科学研究所（事務局）
委　員 一國伸之　千葉大学工学部 長嶋泰之 東京理科大学理学部

上田和浩　㈱日立製作所日立研究所 永田宏次 東京大学大学院農学生命科学研究科
小野寛太 物質構造科学研究所 羽多野忠 東北大学多元物質科学研究所
川崎政人 物質構造科学研究所　　　　　　　　 原　一広 九州大学大学院工学研究院

　　　　　 澤　　博 物質構造科学研究所 　　　　　　　　 宮内洋司 物質構造科学研究所
神保雄次 山形大学大学院理工学研究科

編集後記
　前号（ ）をご覧になったみなさん
はお気付きだったでしょうか。前号から裏表紙に機構平面
図が載っています。長い間、このスペースを研究棟部屋割
が占めていました。私に ニュース編集委員の役が回っ
てきたときに、自分には何もできそうにないけどやりたい
ことが何かないだろうかと考えて、ただ一つ思いついたこ
とが裏表紙の変更でした。研究棟部屋割の代わりに載せる
図案は、他の編集委員からの提案で緊急時避難場所を表示
した機構平面図になりました。 の先生方の居室をお探
しの方にはご不便になりますが、裏表紙をめくっていただ
くとすぐ研究棟部屋割が出てきますのでお許しください。
（ ）

　また、 ニュースでは下記のカテゴリーで皆様からの
投稿をお待ちしております。詳細は事務局または ニュー
スホームページをご覧下さい。

【最近の研究から】
で行われた実験、研究の成果をお寄せ下さい。

【建設・改造ビームラインを使って】
特にビームラインの改良点、他のビームラインとの比較、
要望等を是非お聞かせ下さい。
【ユーザーとスタッフの広場】
海外放射光施設に滞在、訪問された方、また国際会議等に
参加された方、どうぞご投稿下さい。
【 懇談会だより】
ユーザーグループのミーティング、活動・運営報告等があ
りましたらお寄せ下さい。
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KEKアクセスマップ・バス時刻表

①高速バス「ニューつくばね号」（約１時間30分） 

②高速バス「つくば号」（約１時間） 

東

京

駅
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土

浦

駅

 

至水戸駅 

京都・大阪 

羽 田 空 港  成田国際空港 

⑨ 

 

⑧ 

⑦夜行バス 

空港直通バス 空港直通バス 

JR山手線 ③JR常磐線 

（約１時間） 

④路線バス 

⑥ ⑤ 
路
線
バ
ス 

路
線
バ
ス 

路
線
バ
ス 

タ
ク
シ
ー 

（約30分 
　　5,000円） 

タクシー 
（約20分 3,000円） 

（約20分） 

（
約
　
分
） 
25

（
約
　
分
） 

25

（
約
　
分
） 

23

桜
土
浦 

常磐自動車道 

（約６分） （約４分） （約８分） 

（約９時間） 

（約2時間） （約1時間40分） 
京浜急行（約25分） 

東京モノレール（約22分） 

JR山手線 
（約６分） 

JR山手線（約５分） 

浜 松 町  

品 川 駅  

（約20分） 

（KEK周辺タクシー会社：大曽根タクシー029-864-0301） 

（土浦駅周辺タクシー会社： 
　　　土浦タクシー　029-821-5324） 
 

����
����

①②高速バス （問い合わせ先：関鉄学園サービスセンター 029-852-5666 JRバス東京営業センター 03-3215-1468）

高速バス時刻表［ニューつくばね号］

2002年10月15日改正
所要時間　　約１時間30分
運　　賃　　東京駅←→高エネルギー加速研究機構（KEK）：1,470円（５枚綴り回数券6,100円）

東京駅八重洲南口→ＫＥＫ（筑波山行き）

東 京 駅 ＫＥＫ

07：20 08：45

09：10 10：35

11：10 12：35

12：50 14：15

14：50 16：15

16：40 18：05

18：40 20：05

20：20 21：45

ＫＥＫ→東京駅日本橋口行き

ＫＥＫ 上 野 駅 東京駅日本橋口

平日のみ 平　日 休　日

06：02 08：00 08：20 07：50

08：00 09：55 10：15 09：45

10：15 12：10 12：30 12：00

12：15 14：10 14：30 14：00

14：20 16：05 16：25 16：05

16：05 17：50 18：10 17：50

17：40 19：25 19：45 19：25

19：30 21：15 21：35 21：15

※上下便、高速道路後のバス停：谷田部、谷田部営業所、農林団地中央、果樹試験場入口、松代四丁目、自動車研究所、東光台研究団地、

東光台一丁目、国土地理院、土木研究所、大穂支所、高エネルギー加速研究機構、北部工業団地入口、筑波支所前、常陸北条、筑波山

2003年8月1日現在



－ 64－

PHOTON FACTORY NEWS Vol.21 No.2 AUG. 2003

高速バス発車時刻表［つくば号］
1999年10月１日改正

運　　賃　　東京駅←→つくばセンター：1250円（５枚綴り回数券5200円）

所要時間　　東京→つくば65分 つくば→上野90分（平日） つくば→東京110分（平日）
つくば→東京80分（日祝日）

東京駅八重洲南口→つくばセンター行
時 平　　　日 日 祝 日
5
6 00 30 00 30
7 00 20 40 50 00 20 40 50
8 00 10 30 40 50 00 10 30 40
9 00 10 30 40 50 00 10 30 40
10 00 10 30 40 50 00 10 30 40
11 00 10 30 40 50 00 10 30 40
12 00 10 30 40 50 00 10 30 40
13 00 10 30 40 00 10 30 40
14 00 10 30 40 00 10 30 40
15 00 10 30 40 50 00 10 30 40 50
16 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50
17 00 10 20 30 40 50 00 00 10 20 30 40 50
18 00 00 10 20 30 40 50 00 00 10 20 30 40 50
19 00 10 20 30 40 50 00 00 10 20 30 40 50
20 00 00 10 20 30 40 50 00 00 10 20 30 40 50
21 00 10 20 30 40 50 00 00 10 20 30 40 50
22 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50
23 00 00 00 00

つくばセンター→東京駅日本橋口行
時 平　　　日 日 祝 日
5 15 30 45 15 30 45
6 00 12 24 36 48 00 12 24 36 48
7 00 12 24 36 48 00 12 24 36 48
8 00 12 24 36 48 00 10 20 30 40 50
9 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50
10 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50
11 00 12 24 36 48 00 10 20 30 40 50
12 00 12 24 36 48 00 12 24 36 48
13 00 12 24 36 48 00 12 24 36 48
14 00 10 20 30 40 50 00 12 24 36 48
15 00 10 20 30 40 50 00 12 24 36 48
16 00 10 20 30 40 50 00 12 24 36 48
17 00 10 20 30 40 50 00 12 24 36 48
18 00 12 24 36 48 00 12 24 36 48
19 00 12 24 36 48 00 12 24 36 48
20 00 15 30 45 00 15 30 45
21 00 15 30 00 15 30
22
23

※　上りは、平日のみ上野駅経由
※　上下便、つくば市内でのバス停：竹園二丁目、千現一丁目、並木一丁目、並木大橋

JR常磐線上り
土浦発 上野着 種別 土浦発 上野着 種別 土浦発 上野着 種別
5:20
5:45
6:06
6:10
6:24
6:31
6:41
6:46
6:50
6:58
7:02
7:03
7:08
7:11
7:12
7:20
7:21
7:29
7:31
7:35
7:44
7:45
7:59
8:04
8:20
8:25
8:34
8:52
9:10
9:12
9:29
9:38

9:44
9:58
10:10
10:21
10:28
10:36
10:47
11:07
11:21
11:27
11:37
11:48
12:07
12:16
12:21
12:33
12:48
13:07
13:21
13:27
13:35
13:49
14:07
14:21
14:27
14:48
15:07
15:21
15:25
15:35
15:49
15:53

16:15
16:21
16:37
16:47
17:03
17:16
17:21
17:31
17:47
18:07
18:16
18:21
18:31
18:48
19:09
19:21
19:24
19:33
19:47
20:08
20:21
20:24
20:37
20:56
21:13
21:21
21:41
21:55
21:57
22:11
22:21
22:36

③JR常磐線

◇　土・休日運休　　◆　土・休日運転
特　特急　快　通勤快速（荒川沖駅、ひたち野うしく駅には止まりません。）
（土浦駅23:26発の「我孫子行き」を利用すると、取手駅または我孫子駅乗り換えで上野駅に24:36到着。）

6:28
6:54
7:06
7:20
7:41
7:28
7:58
7:57
7:52
8:11
8:07
8:04
8:17
8:18
8:23
8:33
8:33
8:39
8:40
8:52
8:52
8:45
8:55
9:17
9:10
9:40
9:25
10:07
9:59
10:20
10:40
10:50

特

特
◇
◆
◇快
◇
◆
◇快
◇
◆
◇
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇快
特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

10:28
11:08
11:24
11:04
11:41
11:50
12:08
12:22
12:04
12:40
12:53
13:09
13:25
13:31
13:04
13:49
14:09
14:22
14:04
14:42
14:50
15:01
15:21
15:04
15:40
16:01
16:20
16:05
16:33
16:53
17:02
16:35

17:24
17:04
17:50
18:01
18:19
18:28
18:04
18:41
19:07
19:18
19:28
19:04
19:48
20:02
20:21
20:04
20:31
20:45
21:01
21:23
21:05
21:31
21:47
22:08
22:25
22:04
22:49
22:34
23:02
23:23
23:05
23:40

JR常磐線下り
上野発 土浦着 種別 上野発 土浦着 種別 上野発 土浦着 種別
5:10
6:03
6:30
6:46
7:00
7:02
7:30
7:35
7:48
7:49
8:00
8:07
8:12
8:13
8:19
8:27
8:30
8:36
8:42
8:48
8:48
9:02
9:10
9:13
9:25
9:30
9:49
10:03
10:16
10:30
10:34
10:50

11:03
11:16
11:30
11:34
11:50
12:03
12:16
12:30
12:34
12:50
13:03
13:16
13:30
13:34
13:50
14:03
14:16
14:30
14:34
14:50
15:03
15:16
15:30
15:34
15:50
16:16
16:30
16:38
16:50
17:11
17:30
17:33

17:50
18:10
18:21
18:30
18:37
18:50
19:03
19:12
19:20
19:30
19:38
19:50
20:03
20:13
20:30
20:40
20:51
21:03
21:17
21:30
21:39
21:55
22:00
22:17
22:30
22:47
23:00
23:12
23:41

6:13
7:13
7:34
7:57
7:39
8:07
8:15
8:42
8:59
8:59
8:50
9:13
9:25
9:25
9:33
9:37
9:19
9:41
9:56
9:56
10:04
10:10
10:23
10:25
10:44
10:18
11:01
11:19
11:28
11:13
11:48
12:01

特

特

◇
◆
特
◇
◆
◇
◇
◆
特
◇
◇
◆
◇
◇
◆
◇

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

快

特

特

特

特

特

特

12:19
12:28
12:12
12:51
13:01
13:20
13:28
13:14
13:48
14:01
14:19
14:29
14:13
14:48
15:01
15:09
15:28
15:15
15:47
16:01
16:18
16:28
16:13
16:48
17:02
17:28
17:12
17:49
18:01
18:23
18:13
18:45

19:02
19:22
19:33
19:15
19:48
20:07
19:59
20:24
20:32
20:14
20:52
21:01
21:09
21:28
21:16
21:51
22:02
22:10
22:27
22:16
22:41
23:05
22:51
23:32
23:16
23:59
23:51
0:18
0:47

（土浦駅発着）（問い合わせ先：土浦駅 029-822-9822）（2001年12月1日改定）

所要時間　土浦駅－上野駅　（普）約70～80分〔1,110円〕 （快）約60分 （特）約50分〔1,110円＋950円（特急料金）〕
〔運　賃〕 土浦駅ー荒川沖駅　約６分〔190円〕 土浦駅ーひたち野うしく駅　約10分〔190円〕
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巻 末 情 報

18系統：土浦駅東口～つくばセンター～KEK～筑波テクノパーク大穂　　C8A系統：つくばセンター～KEK～筑波テクノパーク大穂
61系統：つくばセンター～KEK～筑波駅　　71系統：つくばセンター～（西大通り）～KEK～下妻駅（筑波大学は経由しません）

④つくばセンター←→KEK間
所要時間　約20分　　運賃　430円（KEK－土浦駅間の料金は760円） つくばセンター乗り場１番

2003年3月16日改正

18 06:57 07:14 07:32
18 ×07:50 ×08:07 ×08:25
61 08:30 08:46
71 08:40 08:53
C8 08:50 09:05
71 09:20 09:33
C8A ×09:30 ×09:46
61 10:15 10:31
71 10:50 11:03
C8 ×10:55 ×11:10
71 12:00 12:13
61 12:00 12:16
18 12:10 12:27 12:45
61 ○13:20 ○13:36
61 ×13:25 ×13:41
71 14:00 14:13
61 ○14:20 ○14:36

61 07:39 08:00
71 07:43 08:05
C8 08:08 08:26
71 08:38 09:00
C8 ×09:05 ×09:24
18 09:40 10:00 10:22
61 09:49 10:10
71 10:18 10:40
C8 ×10:30 ×10:49
71 11:31 11:50
61 11:34 11:55
18 ×11:40 ×12:00 ×12:22
61 ○12:39 ○13:00
61 ×12:54 ×13:15
C8 13:25 13:44
71 13:28 13:50
61 ○13:49 ○14:15

61 ×13:54 ×14:15
71 14:48 15:10
C8 ×15:20 ×15:39
61 15:34 15:55
71 15:43 16:05
C8 16:10 16:29
61 ×16:29 ×16:50
61 ○16:44 ○17:05
71 17:08 17:30
61 ○17:29 ○17:50
C8 17:40 17:59
61 ×17:59 ×18:20
C8 ×18:10 ×18:29
18 19:00 19:20 19:42
71 19:08 19:30
C8 ×19:30 ×19:49
18 ×20:50 ×21:10 ×21:32

61 ×14:25 ×14:41
18 ×14:10 ×14:27 ×14:45
C8 15:15 15:30
71 15:30 15:43
61 16:05 16:21
71 16:40 16:58
C8 16:40 16:55
61 ×17:00 ×17:16
C8 ×17:20 ×17:35
61 ○17:20 ○17:36
71 17:45 17:58
C8 18:10 18:25
61 ○18:10 ○18:26
61 ×18:30 ×18:46
C8 ×18:40 ×18:55
71 19:40 19:53
C8 ×20:00 ×20:15

平　　　　　　日
ひたち野うしく駅発 つくばセンター発

土 曜 ・ 日 祝 日
ひたち野うしく駅発 つくばセンター発

⑥ひたち野うしく駅←→つくばセンター

06：55
¡07：07
07：29
07：52

¡08：15
08：40
08：54
09：10

¡09：20
09：37
09：58

¡10：20
10：34
10：56

¡11：24
11：44

12：02
¡12：23
12：51
13：10

¡13：23
13：43
14：03

¡14：25
14：44
15：05

¡15：24
15：43
16：02

¡16：28
16：44
16：57

¡17：12
17：29
17：44
17：56

¡18：20
18：35
18：50
19：02

¡19：17
19：33
19：50
20：10

¡20：29
20：50
21：05

¡21：25

06：20
¡06：35
06：53
07：12

¡07：40
08：01
08：17
08：28

¡08：45
08：59
09：22

¡09：48
10：02
10：23

¡10：48
11：05

11：28
¡12：00
12：21
12：40

¡12：49
13：12
13：30

¡13：48
14：05
14：31

¡14：48
15：12
15：31

¡15：52
16：10
16：24

¡16：43
16：57
17：07
17：19

¡17：45
17：56
18：17
18：24

¡18：48
18：59
19：20
19：40

¡19：47
20：13
20：30

¡20：57

07：35
¡07：51
08：17
08：40

¡08：55
09：26

¡09：53
10：13
10：35

¡11：01
11：23
11：44
12：09

¡12：30

13：03
¡13：28
14：02
14：25

¡14：44
15：05
15：24
15：57

¡16：23
16：44
17：06
17：24

¡17：45
18：03

18：20
18：36

¡19：01
19：29
19：47

¡20：02
20：21

06：57
¡07：20
07：42
08：03

¡08：23
08：54

¡09：20
09：39
10：06

¡10：24
10：48
11：09
11：33

¡11：59

12：33
¡13：00
13：33
13：49

¡14：09
14：32
14：57
15：23

¡15：52
16：10
16：36
16：49

¡17：12
17：30

17：45
18：05

¡18：32
18：55
19：10

¡19：30
19：46

所要時間　約23分　　　運　賃　500円 （発時刻のみ）

（2003年7月16日改正）

¡印…JRバス関東
○印…土曜・日祝日および

8/14・15・12/30・31運休
建築研究所行

（凡例）

ひたち野うしく駅←→つくばセンター（直行バス）
ひたち野うしく駅発 つくばセンター着　　つくばセンター発 ひたち野うしく駅着

○07：40 08：00 ○17：28 17：48
○07：55 08：15 ○17：58 18：18

〈④の時刻表にも土浦駅←→つくばセンター間の（18系統）が掲載されていますので、ご参照下さい。〉

土 浦 駅 発 つ く ば セ ン タ ー 発

⑤土浦駅←→つくばセンター

○05：30
○05：45
06：00
06：10
06：20
06：30
○06：40
06：50
07：00
○07：05
07：20
○07：30二
07：40
○07：55
◎08：00
○08：10
◎08：15

06：24
07：04
07：24
○07：34
07：35
◎07：54
○07：59
08：14
08：34
08：54
09：09
◎09：19特
09：24
09：39
09：54
10：09
10：24

10：39
10：54
11：09
11：19特
11：24
11：39
11：54
12：09
12：19特
12：24
12：39
12：54
13：09
13：19特
13：24
13：39
○13：45

13：54
14：09
14：19特
14：24
○14：30二
14：39
14：54
◎15：06
○15：09
15：19特
15：24
15：39
15：54
16：09
16：19特
16：24
16：39

16：54
17：09
17：19特
17：24
17：39
17：54
18：09
18：19特
18：29
18：49
◎19：04
○19：09
19：19
19：29
19：49
20：04
○20：20

20：24
20：39
21：09
21：39
○22：00
22：09
○22：39

○08：20
08：30
08：45
09：00
09：15
09：20特
09：30
09：45
10：00
10：15
10：20特
10：30
10：45
11：00
11：15
11：20特
11：30

11：45
12：00
12：15
12：20特
12：30
◎12：35二
12：45
13：00
13：15
13：20特
13：30
○13：30二
13：45
14：00
14：15
14：20特
14：30

14：45
15：00
15：15
15：20特
15：30
15：45
16：00
16：15
16：20特
○16：20二
16：30
16：45
17：00
17：15
17：20特
○17：25
◎17：30

17：45
18：00
18：15
18：20特
18：30
18：50
◎19：05
○19：10
19：30
19：47
20：15
20：40
21：15
21：45
22：15
○22：40

所要時間　約25分（特急バス　土浦→つくばセンター約15分　つくばセンター→土浦約20分）
運　賃　　510円　　つくばセンター乗り場３番

（2003年3月16日改正）

系統 土浦駅 つくば ＫＥＫ東　口 センター 系統 土浦駅 つくば ＫＥＫ東　口 センター 系統 ＫＥＫ つくば 土浦駅
センター 東　口 系統 ＫＥＫ つくば 土浦駅

センター 東　口

○ × 

無印 平日・土・祝日ともに運行
○　土・日祝日運休
◎　土・日祝日運行

土・日祝日・休校日運休
二　土浦二高経由
特　特急バス
（土浦-吾妻-つくばセ
ンターのみ停車）

○ × 

（凡例）

（×は土曜・休日運休、○は土曜・休日運転）
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よかっぺ関西号〔水戸・つくば←→京都・大阪〕

運行時刻表 2001年12月19日改定

水戸・つくば→京都・大阪 大阪・京都→つくば・水戸
土浦駅東口 22：24 あべの橋駅（JR天王寺駅） 21：30
つくばセンター 22：48 上本町駅バスセンター 21：47
並木大橋 22：55 近鉄なんば駅西口（OCATビル） 22：02
京都駅八条口（近鉄改札前） 6 ：05 京都駅八条口（近鉄改札前） 23：04
近鉄なんば駅西口（OCATビル） 7 ：04 並木大橋 6 ：14
あべの橋駅（JR天王寺駅） 7 ：25 つくばセンター 6 ：21
ユニバーサルスタジオジャパン 7 ：55 土浦駅東口 6 ：43

料金表（大人）
区　　　　　　　　間 片道運賃 往復運賃

土浦駅東口・つくばセンター・並木大橋←→京都駅八条口 8,900円 16,020円
土浦駅東口・つくばセンター・並木大橋←→近鉄なんば駅西口以降 9,700円 17,460円

乗 車 券
・予約制。１ヶ月前より予約受付。乗車券は３日前までに購入。
・予約・問い合わせ先：関鉄学園サービスセンター 029－852－5666 予約受付時間（毎日９:00～17:00）

近鉄バス 06－6772－1631 予約受付時間（毎日９:00～19:00）
http://www.kintetsu-bus.co.jp/

インターネット予約
http://www.j-bus.co.jp/

・水戸・土浦間の時刻、小人料金、詳しい搭乗場所については上記問い合わせ先へ。

⑦夜行バス

羽田空港←→つくばセンター

所要時間：約2時間（但し、渋滞すると３時間以上かかることもあります。）
1999年6月1日開業

運　　賃：1,800円

⑧⑨空港直通バス

※　平日日祝日とも上記時刻表
※　羽田空港乗り場：１階到着ロビーバス乗り場12番
※　上下便、つくば市内でのバス停：竹園二丁目、千現一丁目、並木一丁目、並木大橋
※　問い合わせ：029－836－1145（関東鉄道）／03－3790－2631（京浜急行）

成田空港←→つくばセンター（土浦駅東口行）
（AIRPORT LINER  NATT′S）

1999年12月16日改正
所要時間：約1時間40分　　　運　　賃：2,540円
乗車券購入方法：
成田空港行：予約制。１カ月前から予約受付。乗車券は３日前までに購入。

予約センター電話：029－852－5666（月～土：８：30～19：00 日祝日９：00～19：00）
つくばセンター方面土浦駅東口行：成田空港１Ｆ京成カウンターにて当日販売

※　平日日祝日とも上記時刻表
※　上下便の全バス停：土浦駅東口、つくばセンター、ひたち野うしく駅、新利根町、成田空港

５：30
６：20
７：00
８：00
９：30
11：40

13：00
14：00
15：00
16：00
16：40
17：40

７：10
８：20
９：00
10：00
11：30
13：40

14：40
15：40
16：40
17：40
18：20
19：10

８：40
９：30
10：35
11：35
13：00
14：20

15：20
16：30
17：55
19：20
20：20
21：20

10：30
11：20
12：25
13：25
14：50
16：10

17：10
18：20
19：45
20：50
21：40
22：40

つくばセンター発 羽田空港着 羽田空港発 つくばセンター着

６：20
７：20
８：50
10：20
11：55

13：25
14：35
15：50
17：35

８：00
９：00
10：30
12：00
13：35

15：05
16：15
17：30
19：15

７：20
９：05
10：35
12：50
14：35

16：15
17：20
18：40
20：00

９：00
10：45
12：15
14：30
16：15

17：55
19：00
20：20
21：40

つくばセンター発 成田空港着 成田空港発 つくばセンター着
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通り
 

焼鳥
屋 

肉のハナマサ 

アーバンホテル 
(http://www.urbanhotel.co.jp/uhotel.html) 
TEL（029）877-0001  6,500円～（税別） 
（6/1新館オープン　38部屋〈うち12部屋は喫煙可〉 
　7,500円～） 
 
にいはり旅館 
TEL（029）864-2225  3,700円～（税別） 
 
トレモントホテル 
TEL（029）851-8711  7,480円～（税別） 
 
筑波研修センター 
TEL（029）851-5152  3,600円～（税込） 
 
オークラフロンティアホテルつくば 
(http://www.okura-tsukuba.co.jp/index2.html) 
TEL（029）852-1112  10,972円～（税込） 
 
ルートつくば 
TEL（029）860-2111  6,825円～（朝食付・税込） 
 
オークラフロンティアホテル 
つくばエポカル 
(http://www.okura-tsukuba.co.jp/index2.html) 
TEL（029）860-7700  10,972円～（税込） 
 
ホテルニューたかはし竹園店 
TEL（029）851-2255  5,500円～（税別） 
 
ホテルデイリーイン 
(http://www.yama-nami.co.jp/) 
TEL（029）851-0003  5,800円（税別） 
 
ビジネスホテル山久   5,000円～（税別） 
TEL（029）852-3939  6,000円～（2食付・税別） 

 

ビジネスホテル松島（新館）6,500円～（税込） 
TEL（029）856-1191　　　6,800円（3人～） 
　　　　　　　　　　　（風呂・2食付・税込） 
　　　　　　　　 （本館）6,000円～（税込） 
 
 
ホテルグランド東雲（新館）7,350円～（税込） 
TEL（029）856-2212（本館）6,300円～（税込） 
 
つくばスカイホテル 
(http://www.yama-nami.co.jp/) 
TEL（029）851-0008  6,000円～（税別） 
 
学園桜井ホテル 
(http://www.gakuen-hotel.co.jp/)　 
TEL（029）851-3011  6,350円～（税・サービス料（200円）別） 
 
ビジネス旅館二の宮 
TEL（029）852-5811  5,000円～ 
　　　　（二人部屋のみ　2食付・税込） 
 
ペンション学園 
TEL（029）852-8603  4,700円～（税込） 
 　　　　　　　　　21,000円（7日以内・税込） 
 
ホテルスワ 
TEL（029）836-4011  6,825円～（税込） 
 　　　　　　　　　 6,090円（会員・税込） 

～ ～ 
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～
 
～
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KEK周辺生活マップ参照 

筑波建築試験センター 

 6,300円（3人～）（2食付・税込） 
 

レストラン街 

ＫＥ
Ｋ 

ＫＥ
Ｋ 

和 

和 

つくば市内宿泊施設 （確認日：2003. 7. 23）
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＋ 
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大久保歯科 

市原病院 

てらしま（ダイソー） 

メヒコ 

休 

休 

休 

休 

休 

休 

休 

休 

休 
休 

休 
休 

〒 

〜
〜 

〜
〜 

いちむら食堂 

麺八 

マクドナルド 

ファミリーマート 

まぐろ一番 ホーマック 

ケーズ電気 

堀川クリニック 

パリーミキ 

叶家（ケーキ） 

サンキ（衣料雑貨） 

根本歯科 

竹前 

サンクス 

元気寿司 

カスミ 

サロン飯塚 

常陽銀行 
庄司サイクル 

◎ 
◎ 

大穂庁舎 

コンビニエンスストア 

レストラン 

病院・クリニック 

ガソリンスタンド 

 

０㎞ 

1.2㎞ 

1.4㎞ 

1.7㎞ 

1.9㎞ 

1.9㎞ 

2.4㎞ 

1.5㎞ 

セーブオン 

大穂郵便局 
三徳 

大曽根駐在所 

コナカ 

マツモトキヨシ 

オー・ド・ヴィ 

カフェシャンドゥフルール 

そば坊 

満月寿司 

中華料理万里 

エッソ 

9:00-12:00/15:00-19"00
水・日 

8:00-11:00/13:30-16:45
日・祝祭日 

11:00-14:20/17:00-21:00

11:00-14:00/16:00-21:00
月 

11:30-21:30

11:30-14:30/ 
17:30-24:00

9:00-12:00/15:00-18:00
水・日午後 

10:00-20:00

10:00-20:00
第３火曜 

10:00-20:00

11:30-14:30/17:30-22:30
日 

木・日 
9:30-19:30

11:00-14:00/ 
  17:00-21:30

10:00-24:00

17:00-21:30

10:00-21:00

9:00-22:00

10:00-20:00

11:00-21:30

11:00-15:00/17:00-21:00

11:30-21:00

11:00-14:00/ 
  17:00-21:00

10:00-20:00

8:00-22:00

日・祝日 

9:00-12:30/15:00-18:30
木・日 

日 

11:30-14:00/ 
　17:00-23:00

11:00-2:00

第４日曜 

（時間は営業時間を示していますので 
　飲食店についてはご注意下さい。） 

高エネルギー加速器研究機構 

西大
通り
 

東
大
通
り 

洋 和 中  

洋  

洋  

洋  

洋  

洋  

和  

和  

和  

和  

和  

和  

洋  

和  

和  
和  

和  

中  

24時間 

スーパーマーケット 

セブンイレブン 
24時間 

24時間 

小の村 

（土・日祝は15:30まで） 
水 

ドラッグストアー 

茨城県信用組合 
11:00-2:00am

クアドリ 
フォリオ 

サイゼリヤ 

水戸信用金庫 

11:30-14:00/

ホームセンター 

7:00-9:00/

紳士服 

864-0051

864-0303

864-0188

 

9:30-20:00
864-7501

879-0888

877-1020

100円ショップサンヨー 
10:00-22:00

864-7787

864-2421

11:00-15:00/ 
17:30-22:30 
 

炭火焼肉牛角 
17:00-24:00

セラビ（喫茶） 

自動車修理 
PTS 
8:30-19:00 
0120-655-408

大穂皮膚科クリニック 
864-1712 
　 木・日祝 
9:00-12:00/15:00-18:00

C

C

C

C

C

つくば市内のレストランについては、 
つくばPiazza（http://www.tsukuba.com） 
等でご覧いただけます。 

ビックメガネ 

雑貨ドラックストア 
カワチ 

（土日祝）7:00-22:00

茶寮 
kagetsu 
877-4717

ラーメン 
壱番亭 

惣菜 
よしむら 

牛丼すき家 
　　24時間 

そば慶 
864-23211

コッコリーノ 
17:00-22:00

KEK周辺生活マップ

放射光研究施設研究棟、実験準備棟より守衛所までは約800ｍ

（確認日：2003. 7. 28）
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KEK内福利厚生施設

●図書室（研究本館1階　内線3029）
開室時間：月～金　9:00～17:00
閉 室 日：土、日、祝、12/28～1/4、蔵書点検日
機構発行のIDカードがあれば開室時間以外でも入館
可能。詳しくは下記URLをご覧下さい。
（http://www-lib.kek.jp/riyou/index.html）

●保健室（医務室）（内線 5600）
勤務時間中に発生した傷病に対して、応急処置を行
うことができます。健康相談(第二・第四月曜日午後)
も行っており、希望者は、事前に保健室へ申し込ん
でください。
場　　所　管理棟１階
開室時間　８:30～17:00（月曜日～金曜日）

●食　堂「カフェテリア」（内線 2986）
営　業　月曜日～金曜日

ただし祝日及び年末年始は休業
朝食　８:10～９:30
昼食　11:30～13:30
夕食　17:00～19:00

●レストラン「くらんべりぃ」（内線 2987）
場　所　職員会館１階
営　業　月曜日～金曜日

ただし祝日及び年末年始は休業
朝食　 8:00～ 9:30（オーダーストップ 9:15）
昼食　11:30～13:30（オーダーストップ 13:15）
夕食　17:00～20:30（オーダーストップ 20:00）
昼の弁当配達サービス
月曜日～金曜日及び営業している土曜日
(注文は当日午前９時30分まで。メニューは450

円、500円、600円の三種で日替わり。)

＊＊土曜日の食事＊＊
上記の食堂とレストランが隔週交替で営業して
います。朝食 8:00～ 9:30（オーダーストップ 9:15）

昼食11:30～13:30（オーダーストップ 13:15）

●軽食コーナー（Do Do Cafe）（内線2195）
30席程度でサンドイッチ等の軽食をメインにしてい
ます。17時以降はアルコール飲料も用意。
場　所　国際交流センター
営　業　月～金　8：00～22：00

ただし祝日及び年末年始は休業
・モーニングタイム 8：00～11：00

・ランチタイム 11：00～14：00

・ティータイム 14：00～17：00

・ナイトタイム 17：00～22：00

●理容室（内線3638）
理容室の利用は予約制になっています。理容室に予
約簿が置いてありますので、利用する時間、氏名、
所属及び内線電話番号を記入して申し込んでくださ
い。なお、電話による予約も可能です。
場　所　　職員会館１階
営　業　　月～金　9:00～17:00

第二、第四土曜日 9:00～17:00
ただし祝日及び年末年始は休業

予約受付　9:00～16:30
料　金　　カット　2,200円

●売　店（内線3907）
日用品、雑貨、弁当、牛乳、パン、菓子類、タバコ、
切手等を販売しています。また、ＤＰＥや宅配便の
取次ぎも行っています。
場　所　職員会館１階
営　業　月～金　10:00～18:30

ただし祝日及び年末年始は休業

●書　店（内線2988）
書籍・雑誌。
場　所　国際交流センター
営　業　月～金　10:00～17:00

ただし祝日及び年末年始は休業

●自転車貸出方法（受付［監視員室］内線3800）
自転車の貸出方法が下記の通り変更になっています
ので、ご注意下さい。
・貸出は実験ホール入口の監視員室で行う。
・貸出は一往復を単位とし、最長半日とする。
・使用後は所定の自転車スタンドへ戻し、鍵は監視
員室へ速やかに戻す。

●常陽銀行ATM（食堂入口脇）
取扱時間：９:00～18:00（平日）

９:00～17:00（土）
日・祝日の取扱いはありません。常陽銀行以外の金
融機関もカードのみの残高照会、引出しが可能です。

●郵便ポスト（計算機棟正面玄関前）
収集時間：17:00（平日のみ）

●ドミトリー、ユーザーズオフィスについては、ホ
ームページ（http://pfwww.kek.jp/publications/
pfnews/dorm.pdf）をご覧下さい。

ユーザーの方は、これらの施設を原則として、機構の職員と同様に利用することができます。各施設の場所は

後出の「高エネルギー加速器研究機構平面図」をご参照下さい。
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ビームライン担当一覧表（2003. 8. 1）

ビームライン 光源 BL担当者
ステーション 形態 ステーション／実験装置名 担当者 担当者（所外）

（●共同利用、○建設／立ち上げ中、☆所外、★協力BL）
BL-1 ＢＭ 小野

BL-1A ○ 結晶分光型六軸回折・極限条件下ワイセンベルグカメラ 澤
BL-1B ● 極限条件下粉末X線回折装置 澤
BL-1C ● XUV不等間隔平面回折格子分光器 小野
BL-2 Ｕ 北島

BL-2A ● 軟X線２結晶分光ステーション 北島
BL-2C ● 軟Ｘ線不等間隔平面回折格子分光器 柳下
BL-3 ＢＭ 東

BL-3A ● 収束単色・白色Ｘ線ステーション 田中
BL-3B ● XUV 24m球面回折格子分光器（SGM） 東
BL-3C1 ● 白色X線ステーション 安達・河田
BL-3C2 ● X線光学素子評価ステーション 安藤
BL-3C3 ● X線磁気回折装置 安達・河田
BL-4 ＢＭ 澤

BL-4A ● 収束単色・白色X線ステーション 飯田
BL-4B1 ● 極微小結晶・微小領域回折装置 大隅
BL-4B2 ●★ 多連装粉末X線回折装置 田中 井田（名工大）
BL-4C ● 結晶分光型六軸回折計 若林
BL-5 ＭＰＷ 鈴木（守）
BL-5 ○ タンパク質結晶構造解析ステーション 鈴木（守）
BL-6 ＢＭ 鈴木（守）

BL-6A ● タンパク質結晶構造解析ステーション 五十嵐
BL-6B ● 巨大分子用実験ステーション 鈴木（守） 坂部（SBSP）
BL-6C ○ 巨大分子用実験ステーション 鈴木（守） 坂部（SBSP）
BL-7 ＢＭ 伊藤（雨宮：東大 029-864-3584）

BL-7A ☆● 軟X線不等間隔平面回折格子分光器 伊藤 雨宮（東大）
（東大・スペクトル）

BL-7B ☆● 瀬谷波岡分光器 伊藤 雨宮（東大）
（東大・スペクトル）

BL-7C ● 収束単色X線ステーション 岩住
BL-8（日立） ＢＭ 間瀬（尾形：日立 029-864-3629）

BL-8A ☆● 軟X線平面回折格子分光器（SX700） 間瀬 尾形（日立）
BL-8B ☆● 広帯域XAFSステーション 間瀬 尾形（日立）
BL-8C2 ☆● 白色X線ステーション 間瀬 尾形（日立）
BL-9 ＢＭ 野村

BL-9A ● XAFSステーション 野村
BL-9C ● 収束単色・白色Ｘ線ステーション 野村
BL-10 ＢＭ 小林（克）

BL-10A ● 垂直型四軸X線回折装置 田中
BL-10B ● XAFSステーション 宇佐美
BL-10C ●★ 溶液用小角散乱ステーション 小林（克） 野島（東工大）
BL-11 ＢＭ 北島

BL-11A ● 軟X線不等間隔回折格子分光器 北島
BL-11B ● 軟X線２結晶分光ステーション 北島
BL-11C ● 固体用瀬谷波岡分光器（SSN） 小野
BL-11D ● 軟X線可変偏角分光器 小野
BL-12 ＢＭ 伊藤

BL-12A ● 軟Ｘ線2m斜入分光器（GIM） 柳下
BL-12B ● 高分解能極紫外垂直分散分光器（6VOPE） 伊藤
BL-12C ● 収束単色X線実験ステーション 野村
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BL-13 ＭＰＷ／Ｕ 間瀬
BL-13A ● レーザー加熱超高圧実験ステーション 亀卦川
BL-13B1 ● XAFS測定装置 亀卦川
BL-13B2 ● 高温高圧X線実験装置 亀卦川
BL-13C ●★ 軟X線50m-CGM分光器 間瀬 島田（産総研）
BL-14 ＶＷ 岸本

BL-14A ● 二結晶収束単色X線ステーション 岸本
BL-14B ● 精密X線回折実験ステーション 平野
BL-14C1 ● 白色・単色X線ステーション 兵藤
BL-14C2 ● 高温・高圧実験ステーション 亀卦川
BL-15 ＢＭ 河田

BL-15A ●★ X線小角散乱ステーション 鈴木（守） 若林（阪大）
BL-15B1 ● 高速Ｘ線トポグラフィ・Ｘ線磁気散乱 杉山
BL-15B2 ● 表面Ｘ線回折実験ステーション 杉山
BL-15C ● 精密X線回折ステーション 平野
BL-16 ＭＰＷ／Ｕ 澤

BL-16A1 ● 白色・単色多目的強力Ｘ線実験ステーション 若林
BL-16A2 ● 結晶分光型六軸回折計 若林
BL-16B ● XUV高分解能球面回折格子分光器(H-SGM) 足立
BL-17（富士通） ＢＭ 飯田（淡路：富士通 029-864-3582）

BL-17A ☆● ２結晶単色X線ステーション 飯田 淡路（富士通）
BL-17B ☆● 白色VUVステーション 飯田 淡路（富士通）
BL-17C ☆● 白色・単色X線ステーション 飯田 淡路（富士通）
BL-18 ＢＭ 柳下（木下：東大物性研 029-864-2489）

BL-18A ☆● 表面・界面光電子分光実験ステーション 柳下 木下（東大物性研）
（東大・物性研）
BL-18B ● タンパク質結晶構造解析ステーション 鈴木（守）
BL-18C ● 超高圧下粉末Ｘ線回折計 亀卦川
BL-19（東大・物性研） Ｕ 柳下（木下：東大物性研 029-864-2489）

BL-19A ☆● スピン偏極光電子分光実験ステーション 柳下 木下（東大物性研）
BL-19B ☆● 分光実験ステーション 柳下 辛　（東大物性研）
BL-20 ＢＭ 伊藤

BL-20A ● ３ｍ直入射型分光器 伊藤
BL-20B（ANBF） ☆● 多目的単色・白色X線回折散乱実験ステーション 大隅 G. Foran(Australia) 029-864-7959
BL-27 ＢＭ 小林（克）

BL-27A ○ 放射性試料用軟Ｘ線実験ステーション 小林（克）
BL-27B ○ 放射性試料用Ｘ線実験ステーション 宇佐美
BL-28 ＥＭＰＷ／ＨＵ 小出

BL-28A ● 円偏光XUV定偏角分光器 小出
BL-28B ● 円偏光X線実験ステーション 岩住
PF-AR
AR-NE1 ＥＭＰＷ／ＨＵ 河田

AR-NE1A1 ● 磁気コンプトン散乱・高分解能コンプトン 河田
散乱ステーション

AR-NE1A2 ● 臨床応用 兵藤
AR-NE1B ● 軟Ｘ線10m縦分散斜入射分光器 小出
AR-NE3 Ｕ 張

AR-NE3A ● 高分解能X線分光装置、高速X線検出装置 張
AR-NE5 ＢＭ 兵藤

AR-NE5A ● 医学診断用２次元撮像装置 兵藤
AR-NE5C ●★ 高温高圧実験ステーション 亀卦川 草場（東北大金研）
AR-NW2 Ｕ 河田

AR-NW2A ○ 時分割XAFS及び大強度XAFSステーション 河田
AR-NW12 Ｕ 松垣

AR-NW12A ● タンパク質結晶構造解析ステーション 松垣
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